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Tertiary granites in the northeastern Japan I 
(Granites occured along the Okoku line, Waga district) 


i 清 £ (Kiyohiko Ishii)* 
fi FH & =X (Yoshio Ueda)* 


Abstract : Many granitic rocks occur in the Green tuff region of the 
northeastern Japan. Many of these rocks have hitherto been considered 
as the base of the Tertiary formation, but in the Waga district along the 
Okoku railway line, there are many granitic intrusives which show various 
forms such as irregular masses, dykes and-tongues. This paper describes 
mainly the occurrence, petrographic feature, and chemical property of 
these intrusives. The writers have been able to distinguish the green tuff 
to the two formations in this district. One of them is penetrated by 
granitic rocks and the other covers uncomformably the same rocks. The 
granitic rocks, occurring in dyke forms are quartz diorites and in irregular 
masses are granodiorites. 
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東北 日 本 の 者 深山 脈 を 構成 する 所 主 第 三 紀 緑 色 凝 灰 岩 層 中 に は , 各所 に 
応 て 多く の 花 貞 岩 類 の 分 布 が 見 られ る 。 之 等 花 向 岩 類 の 大 部 分 は 従来 緑 旬 
Ria ORRAGE CHO LNTREEL OTH OM, ZOPICS MIC 
GRRE BLA< 4 の が 存在 する こと が 最近 多く の 人 々 に よ ょ つて 確認 さ 
れ 始 て 来 た 。 之 等 花 己 岩 類 の 導 和 時 期 の 解明 は , 東北 旦 本 の 造山 作用 に 
関連 する 火 成 浩 動 の 究明 や , 緑色 凝灰岩 層 と 密接 に 関連 し て 広く 分 布 す る 
金属 鉱床 生 因 の 究明 に 何ら か の 手薄 り を 和 与え る こと は 想像 に 癌 ぐ な い 。 本 
は 石川 県 か ら 東 は 北海 道 渡 島 半 島 に 及ぶ 主として 大 成 律 局 物 より 成る 所 講 
緑色 澤 灰 岩層 は 東北 日 本 の 人 梁 山脈 に 特に 著しく 発達 し , 多く の "東北 の 
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グリ ンタ フ " PRBS LOCKORFBMAMN te SNH SF. TR 
HRT IA CLA MR OMIEICHRT DARED AICS L, その 岩 相 
の 類似 性 の 為 に 層 位 学 的 分 類 が 困難 で , 時 代 を 異 に する 地層 で も, 構造 と 
関連 し 連続 する 一 連 の 堆積 層 と し て 同一 層 序 に 属 せ し め る 人 危険 性 が 多い 。 
fEO CER BEAORMAL, 之 が 接する 緑色 淫 灰 岩層 に 対し て 新 , IARI 
か に 分 か た れ , 従 つ て "第 三 紀 層 の 基 毅 ” Mit “ZORRICKI SBA” 
の 三 つ に 分 類 さ れ て , - 同 一 時 代 の 話 入 で あぁ つて を も 時 代 的 錯誤 を 生 づ る 結果 
ET SANMEL Leo WD SICTEMAML ZPABAT CRAKE 
DENCH S BERR DSA PE Te BIC, BRICK ThE 人 に ょ つて 夫々 
異 つ た 観察 が 下さ れ て , HARMIOA IC 異論 を 生 づ る 原因 と な っ つて い 
る 

筆者 等 の 一 人 石井 は 昭和 23 年 岩手 , 秋田 を 結ぶ 横 黒 線 沿線 を 調査 せ 
る 際 , 緑色 凝灰岩 層 を 貫く 花 賠 岩 類 の 存在 を 認め , RARER RIC 
於 ける 花 悦 岩 類 に 就 て 多大 の 疾 心 を 払 つ て 来 た 。 こ こ に 現在 迄 と 認め 得 だ 
第 三 紀 光 和信 に 係る 花 向 岩 類 に 就 て の 研究 結果 を 発 事 し 大 方 の 御 叱 正 を 願う 
次 第 で ある 。 本 報告 の 一 部 は 1954 年 度 地 質 学会 総会 と 於 て 既に 講演 発表 
し じ し た も の で あぁ る が が , 大 の 後 の 資 料 を 加 を て ここ に 報告 する 次 第 で ある 。 


Il 現在 まで の 報告 資料 


東北 日 本 及び 之 に 関連 する 地域 の 第 三 紀 緑色 北 灰 岩層 に 導入 せる 花 賠 岩 類 並び に ER 
人 質 岩石 に つい て 発表 され た 報告 は 数 多く , 之 等 の 中 で 主 な も の を 一 括 し て 第 ! 表 に 掲げ 
Bo 之 の 外 小 倉 勉 民 は 地質 学会 東北 支部 例会 に 於 て , 山形 県 月 山 附 近 で 黒色 頁岩 を 絡 く 
花岡 岩 類 の 存在 を 報告 され (山形 県 自 座 火山 に つい て , 昭和 28 年 5 月 15 A), wes 
iis, 和信 島 隆 一 両氏 は 地質 学会 東北 支部 上 内 グリ ンタ フ 和 集会 第 5 回 に 於 て , SAH 
川 流域 地域 で 全島 階 に 相当 する 角 春 質 緑 色 涯 灰 岩 大 戸 層 を , 同じ く 田 島町 周辺 地域 で 減 
MB ROMER BEA BRR, 石英 斑 岩 の 存在 を 指摘 し て いる (福島 県 会 津 
盆地 周辺 の グリン タフ に つい て , 昭和 29 年 2 月 20 日 )。 以上 の 報告 に よれ ば 花 議 過 
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筆者 等 の ここ に 報告 すん と する 花 賠 岩 類 の 産出 地域 は , 秋田 県 横手 市 と 岩手 県 北上 市 
を 結ぶ 横 黒 線 附 近 で 次 の 三 地 域 で ある (第 1 図 )。 

) PIRATE ABRIL LAF ACA BIE ITT LEDER 

) 岩手 県 和賀 郡 湯 田 料 無地 内 沢上 流 際 近 。 

) 岩手 県 和賀 属 湯 田村 大 荒 沢 及び 仙人 鉄山 附近 。 

本 地域 に は 第 三 紀 油田 地質 の 構造 に 関係 する 第 三 紀 層 が 広く 発達 し , VeC LOGE 
な 仙人 鉄山 基 の 他 緑 色 湊 灰 岩 に 関係 する 所 調 黒鉄 式 鉄 床 が 多数 存在 する 為 に 。 HER et EE 
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ae me | RW (re iia 
; AS $F fa HE”? eee Ce are tae eae mbes 5 
: 0 山形 県 装 岡 市 西方 | ARBRE | 三瀬 時 中 の 泊 互 層 
a 1949 加茂 町 宮沢 ia QNEE. BS, BH) 
ee: SAVES? | Bante | MPIGRSSES | as es 
; SRK | HRI | meme | RORKEERTROR 
7s AS 北海 道 知 床 半 島 基 RS 
alia 部 ホロ カク ン ペ ッ BRE ie EK 5 
be 
reaper ay kia GRZHES 
井上 RM Poe | NE IE TENG PORR ee ome 
1951 に 合 西 南 き fet eae 
ne? | 山形 県 新庄 盆地 東 | eRe | 及 位 層 Gees, 
BARES Ih Fees | GRRE. 石 質 緑 色 
1951 att go BAPE) ROSIE 
大 和 栄 次 郎 * | pe ey REE apni 
te Sale 石英 図 緑 岩 SEEK EIST 
STK Yr 12) シャ コタ シン aay PIR] 
Rinse | gu tee | Pia esons | ROBO ERM ( 
y Fae [si IGF fave ry IK A K et 
AD 電 eye GAB | geome peel ea fe 
1952 ne A Cee. 流 紋 岩 ) 
院内 層 (eae 
信田 正 13) | 机 形 県 神 室山 西方 | past = BIG, Gee 
麺 状 質 関 緑 岩 の 周 | EVRDCE, 層状 結 品 質 っ 
1953 Bite ERK, File. Le 
aah | RAST, AiR) 
A oe 4) | sp yee ne naar he, sree 
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* 阿部 正宏 学士 に よれ ば ( 閑 庄 盆地 東 縁 の 地質 , 卒論 .1951) 本 上 串 夏 は 微 関 緑 骨 質 
BU BBA et A ii a 2 tO RLRR EFF DASH C 圭 水 層 を 含め た 瀬 見 層 を 岩 脈 
状 に 貧 和 人 する も の で , ZOWMESURE ERLE ARE Cb BOL BGR 


状 に 産出 する と 云う o 
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| 緑色 門 灰 央 の 接触 部 が 10 iH 


| 位 変色 


** 本 岩 体 は 市 村 毅 氏 外 に ょ つて 其 の 後 (地質 雑 , 56 巻 , 661 号 . 1950) Ree 
BORBRRBELCRE SN TH So 
1)~i4) は 次 頁 欄 外 に 記す 。 
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近 か ら 花 賠 岩 類 の 岩 脈 が 多数 現れ , 筆者 等 の 認め た も の だ け で る も 大 小 合 せ て 20 数 本 が 
数 えら ぁ られ た 。 此処 に 於 て は 大 き な 岩 体 を 示す も の は 無く , th 2 HR 3 米 か ら 数 10 米 
OAC DEIR CHER LL, 垂直 に 切り 立つ た 大 き な 露 岩 に 於 て , 一 見 に し て 之 が 明 
瞳 な 員 入 岩 脈 で ある る こと を 示す よう な 良好 な 露出 が 少く な い 。 即ち 巾 数 米 の 花 賠 岩 類 が 
地表 に 対し て 垂直 に 坪 岩 中 を 切る も る の, 更に 乏 か ら 分 岐 す る 小岩 枝 を 持つ も の (第 2 図 
A) 或 は 網状 に 母 岩 を 綱 く も ゃ の 等 , 明 際 な 露出 が 各所 で 観察 され る 。 (Em Bis BRA 
a, 微 石 英 隊 緑 岩 , 花 賠 班 岩 等 で ある が 之 等 の 岩石 学 的 性 質 に 就 て は 後述 する 。 REA 
岩 は 緑色 集 塊 凝 灰 岩 , ROORKEE, 緑色 統 密 澤 灰 岩 , 変 朽 安 山 岩 等 で , ZHU 
HICH OCEAN CHU, 固 結 慶 が 大 で 一 般 に 色 の 被せ た 淡 緑 色 を 量 し て いる 2s 
SS 716 BD FRE AME ADE RAMARSS. 之 等 被 貫 和信 岩 類 は 中 新 世 和賀 層 
群 中 の 大 荒 沢 層 に 属す る も の と し て 報告 され , 本 地域 に 於 ける 新 第 三 系 の 最 下 部 を 構成 ・ 
する も の で , 基 毅 岩 類 を 覆う 最 下 部 層 と し て 記載 りや され て いる 。 花 賠 岩 類 と 緑色 涯 灰 岩 
類 と の 接触 変質 は 義明 で な い が , 接触 部 に 治 つ て 緑 熊 石 の 細 脈 を 生じ て いる の が 普通 で , 
叉 緑色 弟 灰 岩 は 民 々 白色 に 変色 し て いる 。 接触 部 の 花 庫 岩 類 は 多少 細 粒 の 周縁 相 を 示す 
DO® HSWBB CL: (, 接触 部 か ら 10 Boy BR 10 MOM RE SRAEE AR 
す も の が 多く , RAVEKGANELDS LO EORRABERRL SNAIL LAL, TERE 


Bl ROR 


) 木下 亀 成 : 7 万 5 千 分 の 1 小坂 図 幅 及び 同 説 明 書 , 1931. 

) 井尻 正二 > 本 邦 油 田 の 地質 構造 の 研究 (第 1 報 ) 横手 仙人 峠 間 の 第 三 紀 層 , 石 

油 技 協 , 9, 2, 1941. 

3) 井尻 正二 ; 同上 , 向 町 瀬 見 問 の 第 王 紀 層 , Bybee 10, 4, 1942. 

4) Pas Ace. 河田 清 雄 ; 管 城 県 蔵王 山 筐 峨 々 温泉 附近 に 発達 する 緑色 長 灰 岩 類 と 
花 賠 岩 類 と の 関係 に つい て , HEHE, 55, 1949. 

5) PRB > 山形 県 西田 川 談 田 北部 の 地質 構造 , 地質 雑 , 55, 1949. 地質 雑 , 
57, 1951. 

6) 三 本 杉 巳 代 治 ; 福島 委 地 西北 緑 部 に 赴 出 する 花 賠 岩 類 と 第 三 紀 層 と の 関係 , 地 
id, 56, 1950. 

7) 新堀 友 行 ; 緑色 漢 灰 岩 層 に 関す る 新知 見 , 地質 雑 , 56, 1950. 

8) 浦島 幸 世 ; 知床 半島 基部 忠 類 川上 流 の 完 唱 損 火 成 岩 , 新 世代 の 研究 , 8, 1951. 

9) FE ge, | MICS PRE ORE E Fae ARR AF RR, GREASE BEE BELT 
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第 3 図 
A; AJR LMU CIA 4 BERRIES RI BRAGA OURS B; 
AAORCRFH C ; TAR LUICKU SREP at RI ARAiece 
OVERFA D; AEORBRSR E ; mek t nears Ramo 
BKEOUMASR GROTMAMHT CERT S) AVAUNAGRE TE ek 
® TF > PEORBRER 


第 4 
A; 花岡 岩上 を 不 整 合 に 覆う 奏 伯 緑色 凝灰岩 の 研 摩 面 写真 (ABS RUS Ele 
OR) CSBRAWR) B; MEORBRSER C ; 花 賠 図 緑 岩 の 顕 微 
鏡 写 真 (AR) D ; RMR SORBBFAR ( 仙 大 鉄山 三角 寺 内 ) Es 懲 
石英 内 緑 岩 の 顕 徴 鏡 写真 (本 内 川 支流 小 叉 川 ) FF 」; 花 内 岩 に 寿 か れる 安山岩 貨 
集 塊 岩 (Amin) 


和光 は 相当 結 量 作用 が 進ん だ 粘 征 な 状態 で 貫入 し て 来 た も の で , 周囲 の 岩石 と の 摩擦 の 益 
VAL Tt BERS (plotoclastic) MYELMRINAX CHA (第 2 図 D)。 mas 
数 の 挿 獲 岩 を 包 有 し , TEACKROARE RKB 6 ERLEERDNSERAS4O 
が 多く 」 肉眼 的 に は 殆ど 変質 の 認め られ な い 「 生 ” の 如き も の と 多少 変質 作用 を 受け 
て 石英 , 黒雲 母 を 生じ て いる も の が あぁ る が 一 般 に 本 地域 の 挿 獲 岩 は EMBED 程度 が が 低 
Wo 所 護 肉 眼 的 に “ 生 ” の 如き も の る も 顕 衝 鏡 下 で は 微細 な 多数 の 石英 と 黒雲 母 を 生じ て 
いる の が 認め られ る 。 TEMES REA LECCE EO CHD, RHEE 
く 石 英 脈 が 多数 見 られ る 。 

ASIN 3 SEH CIS (ER eS 緑色 岩層 の 基 研 岩 と し て 認め ちら れる よう な 和 資料 は 得 
られ な い o 

2) 岩手 雅 和賀 郡 SBN ROAMN ER MIHARU AEMO HAM 500 米 の 地点 か ら , 
北 々 東 に 向 つ て 分 れ た 延長 約 6 HOUR, ZERO BYE Db EMEC DW CERES 
a MOGI, TER BEER L COZ > 無地 内 沢 の 下流 で は 黒色 硬質 頁岩 砂 
Riise, RABE, PRRs, RERKEBRA ARE RIKAB SS, Meo 
BIR ESO BONER TIES, ARMM RRP, BC 20 EMO REA C, 次 第 に 上 流 
に 向 つ て 下部 層 を 現し , 中 流 で 花 賠 岩 類 の 正春 を 有する BARAKCRIRARE ERA 
CG JEBEL OARPIIDE 72 EE VRIK SLE, RCE RES, ok UEC CRT BO 上 
aC (bh aR ag kT ROREBEE BMRRKBATSZIOC, 貫入 状態 は 川 央 の 
FADE RRM LOCK MRT SOL MHRS. BHR Clk 7 KROZEMEIRE DS 
NCOW, 70°NE 7 ERIM HOT, MAL MBRKIE EAS (第 2 MB), Beeps 
OEM 30 MOMS AAI  RARRABES RL (第 3 MC, +D), Be ahes 
De CBE A SEE O Bot DKA AE OH RAR REIS ZOFEIRICR ILE 
HKD PEMOG REE CHS この 岩 脈 の 直ぐ 近く で は 花 賠 関 緑 岩 が RBI CRE 
灰 岩 を 買い て いる 。 層 理 の 明 申 な 下流 の 地層 は 大 石 層 (人 台 島 階 ) と し て 記載 され , 中 流 以 
北 花 賠 岩 類 に 綱 か れ て いる も の は 大 工 沢 層 ( 双 六 階 ) に 属す る も の と し て 報告 り され て い 


1) )NSRA, 舟山 裕士 , FIRMS. 北村 信 > ATH. 
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る 。 

3) 岩手 蒲 和賀 都 湯田 守 大 令 澤 及び 仙人 鏡山 陰 大 深沢 川 は 横 黒 線 の 南側 に 位置 し , 
北 流 し て 大 渡 沢 駅 の 東方 約 1 粧 の 地点 で 和賀 川 に 合流 する 長 さ 略 々 4 粧 の 小沢 で , 之 に 
沼 う 吉 出 で 花 賠 較 緑 岩 の 賃 入 状 態 を 観察 する こと が 出来 る 。 之 の 花 賠 関 緑 岩 は 小さ な 脈 
状 で 産 し , ZLMAMOFZLP DME BRT SIKE ZEAO 花 賠 関 緑 岩 と は 地表 で は 
連続 せ ず , 緑色 角 春 凝灰岩 を 間 に 挟 ん で いる 。 KEK 岩 体 の 花 賠 図 緑 岩 は 和賀 川 に 治 う 
ROMA CHBHEHD LCS. 即ち 和賀 川 に 沿う 東 線 で は 所 請 古 生 層 と 接し , 西 
Rm CLAMRWUSBRBLEL CCSD, 東 縁 の 古 生 層 に は 明か に 熟 変 成 が 見 られ 店 入 状 
RED FARE CHO CHELSEA, 西 縁 で は 変 朽 究 山 岩 質 岩 と N30°E, 70°WN の 
MEA ORM CEL. 接触 部 の 変 朽 安 山 岩 質 岩 は 巾 10 HMO Basse < IE 
を 受け て 石英 脈 , RRR, 黄銅 鍼 を 生じ , 之 は 花 内 岩 中 を 貫く 多数 の 石英 脈 の 生成 時 と 
同時 代 の 鉱 化 作用 の 次 と も 考え られ る の で , 花 賠 岩 逃 入 に よる 変質 の 直接 証拠 と は な ら 
な い 。 然し 肖 触 部 に は 不 整 合 は 勿論 , 断層 の 形跡 も 全然 認め らち ら れず, 接触 部 附近 の 花 賠 
因縁 岩 が 多少 細 粒 と な つて いる 破 , 花 局 関 緑 岩 が 後 か ら ZICBAL KS BASARBY 
で ある 。 叉 同じ く 西 縁 の 鉄道 線路 の 切 割 で は 接触 部 と 推定 され る 僅か 数 米 の AHORH 
が 欠 除 し て いる が , 西側 に は 緑色 角 春 弟 灰 岩 が 露出 し , 恐らく 之 と 接する も の の 如く で , © 
上 下 の 十 出 関係 か ら 殆 ど 地 表 に 対し 垂直 に 近い 境界 線 で 接する も の と 推定 され る 。 之 の 
A&E RB RO EMS she L CATR BL, RKO ITI cK OS, こ 
こと こ で は 本 流 の 川底 か ら 約 60 KEMORBHN CRARKAY matrix £F SRB ATE REI 
緑 岩上 に 和枝 つて いる の が 見 られ る 。 和 は 主として 第 三 紀 の 緑色 岩 類 で , (EER BEE 
古 生 層 の 春 る 含ま れる が 数 は 少く 叉 大 き な も の は 極 く 稀 で , 0.5 HELL PF OAR ARTE RARE 
が 密集 し て 緑色 涯 灰 岩 の matrix 中 に 包ま れ て いる 部 分 も ある (第 3 図 , EF, F. 第 4 図 
A, B)。 両者 の 関係 は 明か に 不 整 合 で , 本 春 岩 層 は 大 荒 沢 層 の 最 下 部 , 即ち も 新 第 三 系 の 
基底 奏 岩 と され て いる も の で ある 。 ZOMEO (EMAAR AILS L < MRL C HD BORRGE 
RSE AR LERMAN RAE BL CWS. THRO AD FATE Bic 500 4 
FEMIOP NE Clk, ZE Cee L CK 7s TE RADE PR AT IBC aT 72 Che EK SS 
LBL. 約 20 KET> BUM IOKBOT MAMAS RHT SA, 緑色 凝灰岩 と 接する 
EMBO BH SNE CLA BRRL COS, 遥か 高 所 に 見 える BHC LSE ZOE 
則 関 緑 岩 は 垂直 に 近い 岩 脈 状 を な し て いる 如く で ある 。 LEHBi 20 KEHOE 
V7 6 ea DUAR OS EK PTE SE ABR PARE ZH A, 周 壁 の 凝灰岩 を 多数 不 
PARUZIE CHL COS. AMRUBBRLED FRA MOTE MAR BEA 10 
AO 23 RAY & RL (第 3 図 A, B), 之 か ら 離 れ た 中 心 部 で は 普通 の 組織 に な 
つて いる 。 挿 獲 岩 に は 圧 砕 組織 は 見 られ な い 。 皇 獲 岩 は 形 が 不 規則 で , 著しい 変質 の 跡 
は 見 られ な い が 周 壁 の 凝灰岩 と 同様 に 少し く 垢 化 作 用 を 受け , BUTEA ETS 
こと は 本 内 有川 及 び 無 地内 有川 に 於 ける と 同様 で ある 。 本 体 中 心 部 の 捕獲 岩 は 著しく 花 賠 岩 
化 作 用 を 受け て 原 岩 石 を 識別 する こと が 出来 な い 。 大 工 沢 に 於 ける も の の 中 に は , 花 
賠 岩 化 作 用 を 受け て か な り 大 き な 黒 雲母 , 石英 を 生成 し て いる が MmAtTEL, B2 
乃 公 4 畑 大 の 斑 質 団 塊 を 持つ 特徴 ある 緑色 弟 灰 岩 を 捕獲 岩 と する も の が あぁ あり, Z 
の 含 団塊 緑色 凝灰岩 は 本 内 川上 流 の 第 三 紀 層 下部 中 に 民 々 見 られ る も の で ある 。 BA 
眠 前 に は 殆 ど 変 質 が 見 られ な い 淡 緑色 統 密 な 凝灰岩 も 捕獲 され て いる 。 前 記 綱 状 の 花 議 
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ARE ORM LDS LEM CERERRK ARR L (第 4 図 F), ZOELARM SIM 
Ee BA 30 KE SCS ERIK E FRU EE BSA E CFICEO CWS ORRE 
れる 。 LOBE BAER EREMPRL LUCK ATERICKC, 花 剛 岩上 を 不 整 合 に 


租 う 析 岩 層 に 対比 出来 る こと は 明白 で ある 。 


IV ERB ASRADBA SR ASc Bh 

前 記 王 地域 の 内 本 内 川 支 流 小 叉 川 , 無地 内 川 , 大 荒 沢上 流 に 於 て 小岩 脈 状 で 産出 する 
る の は 大 体 共 通し た 性 質 を 持つ の で 一 括 し て 述べ る 。 

之 等 は 淡 緑 色 を 量 す る 中 尊 の 黒雲 母 石英 関 緑 岩 で , BK SRA BEStERTE 
する も の で , 加里 長石 は 殆ど 含ま ず , 副 成 分 鉄 物 と し て 炎 灰 石 , ジル コン , RRR, B 
FREESE, 三次 的 に 緑 角 石 , 黄 鉄鉱 , Die ER. 緑 泥 石 等 を 生じ て いる 。 A 
英 は 他 形 で 量 多く 他 の 鉱物 間 を 充 堪 し 一 般 に 波動 消 光 を する も の が 多い 。 SRALAB 
妃 震 半 自 形 で 累 帯 構造 , カー ルス バド 双 品 , TUNA PRESERTA, 一 般 に は 曹長 
ACKER ORERAICAIGL. 汚濁 が 著しく 一 部 絹 雲 母 の 微 上 便 及 び 方 解 石 の 集合 体 を 生 
じ て い る も の が ある 。 黒 雲母 は 半 自 形 乃 至 他 形 で 薄い 片 状 を 呈 し , 多く は 緑 泥 石 に 変り 
| この 結晶 中 に 緑 鐘 石 を 生じ て いる こと が 多い (第 3 BBD) AANRMHVIRG 
無地 内 沢 に は この 外 に 同じ く 岩 脈 状 に 灰色 細 粒 の 黒雲 母 , ANBAR t ETS. 
本 岩 は 鏡 下 で 著しく 楓 石 に 宮 み , 黒雲 坪 は 系 く 緑 泥 石 に 変り , MEBDSYABOAR 
大 も 同じ く 一 部 緑 泥 石化 し て い る 。 曹長 石化 作用 は 著しく な い (第 4 ME) 

和賀 仙人 附近 の 稽 大 き な 岩 体 を 為す る も の は 特徴 ある 自 形 の 大 き な 角 図 石 (長き 1.5cm 
に 達する も の が あぁ ある) SPINE tmMies CHAN C.D), 全体 と し て は 中 粒 で 淡 
mAtEL, 鉱山 附近 の も の は 有色 讐 物 に 富ん で いる が , 西側 岩 体 周縁 部 の も の は 移 細 
ME RO ACFEMMIRMETS BCs AX SRA, BES. APALTELLS 
量 の 加里 長石 を 伴う 。 MERA SAWS FIRE LT 不 規則 な 形 を 量 し 稀 に ペル ト 構 造 
を 示す も の が ある 。 仙人 鉱山 三角 寺 内 に 於 ける も の は 緑 鐘 石 が 多量 に 生じ て 居り , BE 
の 量 は 比較 的 少く 他 形 で 波動 消 光 を 示す も の が 多い 。 鑑 長 石 は 自 形 乃至 半 自 形 で アテ アルバ 
イト 双 上 唱 が よく 発達 し , 石英 より 屈折 率 が 低く 灰 曹長 石 に 属す る 。 一 般 に 汚濁 が 著しく 
MERE COS, REGIE READ 周縁 部 及び 内 部 に PRADEC て いる 
LOMDS. AMACRESLUBZEG, 多く は 自 形 を 量 し 一 部 緑 泥 大 に 変っ て いる 
も の が ある 。 周縁 部 大 荒 沢 に 於 ける も の は 黒雲 母 , 角 関 石 共に 緑 泥 石 に 変化 し て いる 。 
副 成 分 鉄 物 と し て は 福 和 久石 , 爆 灰 石 , ジル コン , 磁 鉄 鉱 等 を 傘 つ て いる 。 


V cB HOHE 

前 記 三 地域 に 産 す る 花 賠 岩 類 4 個 に つい て 行 つ た 分 析 結 果 は 第 2 表 に 示し た 如く で , =z 
の 分 析 値 か ら 算 出し た フル ム 釣 物 も 同 表 に 掲げ た 。 分 析 に 用 いた 試料 は 地域 の 代表 的 と 
思わ れる も の で 次 の 如き も の で ある 。 

本 内 川 地 域 一 黒雲 母 石 英 関 緑 岩 , RZ 

無地 川 地域 一 黒雲 母 石英 図 緑 岩 , 中 立 

Axi, (UAH > 大 荒 沢 一 隊 雲 花 賠 関 緑 岩 *, Faz 

; MWASIU= Stem RRS. be: 


* 本 試料 は 仙人 附近 の 大 き な 岩 体 に 連続 し た 牙 出 の も の で あぁ る 。 
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55 
ee OP es Analyst.: Yoshio Ueda. 
| 無地 内 3 沢 | WAS 
本 内 川上 流 無地 内 沢 IS. Whe HS = REA 
SiO, 67.792 68.58% 67.41% 60.7994 
Al,O3 13.50 13.62 14.34 14.45 
Fe, O。 0.49 0.43 0.98 0.32 
FeO 4.91 2.58 2.58 7.21 
MgO 2.79 2.31 1.87 3.56 
CaO 2.80 3.28 4.16 5.19 
Na,O 3.65 4.96 4.68 3.47 
K,O 0.69 1.94 Q02 jee. 
H,O4 1.92 1.32 1.36 2.10 
H,O_ 0.40 1.20 0.38 0.36 | 
TiO, 0.46 0.18 0.47 0.55 
P,O; 0.21 0.24 1.16 0.27 
MnO 0.13 0.03 0.07 0.11 
Total 99.74 100.67. | 100:68 99.60 
Quartz 30.2494 21.66% 20.76% 15.549 
Corundum 1.84 — — — 
Orthoclase 3.89 ike By 12.79 7.23 
Albite 914461, O44 39.82 29.34 
Anorthite 13.07. -" 9.09 11.40 20.73 
Diopside eee 5.91 7.02 3.03 
Hypersthene 14.92 | 6.87 4.45 19:39 
Magnetite 0.70 0.70 1.39 0.46 
Imenite 0.91 | 0.46 0.91 1.06 
Apatite 0.34 0.34 0.34 0.67 
a ase Aby Ap,g. (Ab, An,,.|Abgo Anis, AND Ames 
Qu 
第 5 図 
Ou-Kf-CaNaf diagram 
1 AAJ EYE 
2 HEHE AIR 
3 Aye 
仙人 鉱山 三角 琉 内 
Kf aNat 
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第 3 表 AUTRE O We BORERS 


産 Hb Ba Be Cb Cr Cu 
rs xx x = << xox 
i A SK wy | 2 x x = | x x xx x xX 
zy 3 SOK x x Wy x XS 
= A ou A | 4 x x x x 2 xx xX xxx x 
K 荒 IR P xx x xe x Sek <x 
AR 内 Ses = x - x x Se Bees 2 
無 地 肉 川 x x = x x xxx x 
A 英 8 面 岩 x x x — = xx xx 
pa AG ya x % — = xx x x 
ae IB Lex xx x x x x Se Se 
ace ly $e SK OE x XX x x x x x x x 
高田 附近 Awe le xe — x = x x 
Wisma ges Merwe ue xxx x x+ x x x 
K x x Xx — xt — x x 


(i) XXX xX PEEL CHRO, XXX XK HRY, Xxx HR, x x Bev, 
x 辛うじて 認め 得る , xt FIUCTHOSBSRHRELH. 2? B 


之 等 の 肉眼 的 , 頭 徴 鏡 的 観察 の 結果 は 既に 記述 し た 通り で ある が , 分 析 結 果 で も 仙人 
鉄山 産 の も の が 最も 塩基 性 に 現われ 他 の 三 試 料 に 比べ SiO。 で 約 7~89% の 差 が 認め ら 
れる 。 MgO, CaO, 特に FeO に 於 て は 著しい 増加 が 見 られ , 接触 鉄鉱 床 成 因 と の 関連 
性 が 推察 され 恐らく 石灰 岩 に よる 脱 陸 作 用 に 基 因 する も の で ある ろう 。 他 の 3 BKK 
共通 し た 分 析 結 果 を 示し て いる 。 普通 の 火成岩 に 比べ 4 試料 と る HO0」 が 稽 多 量 で あ 
る が , 之 は 緑 泥 石 化 作 用 に 原因 する も の で ある 。 JV ARM SBE, 加里 長石 , 
REA TIED 3 成分 に 就 い て 三角 図表 に 図示 し た 結果 は 第 5 図 の 如く で , 4 試料 と る 
花 賠 隊 縁 岩 の 範囲 に 入る が 石英 図 緑 岩 に 近い 化学 性 質 を 示し , 特に 本 内 川上 流 の も の は 
最も 之 に 近い 。 ノ ルム 鉄 物 で は 黒雲 母 中 の 加里 が Or HOLOL UL CHHANSK, 実 
際 は 更に 石英 了 緑 岩 側 に 寄る べき で ある 。 ノ ルム 和合 長石 で は 無地 内 沢 の も の が An=27 
で 最も 酸性 成分 に 富み , 仙人 久山 産 の も の は An=55 で 草 灰 長石 の 成分 を 示し て いる 。 

VI 宮 岩 石 中 の 微量 成分 

第 3 厄 に は 上 記 三 地域 の 花 賠 岩 類 中 に 含ま れる 役 量 成分 の 検出 結果 を 掲げ た 。 検出 は 
分 光 分 析 波 り を 用 い , 使用 器械 及び 撮影 条件 は 次 の 如く で ある 。 | 

QE 60. 電極 間隔 2mm, スリ ッ ト 間 隔 0.005mm, スリ ッ ト 結 像 潜 , 直流 100V aq 
光 , PH +, 補助 電極 ; 炭素 棒 , 粉末 試料 。 

FI EERLO AAA KO 7 PSR (BREE, MHAUIICHN ZL EELS 
れ た 岩石 及 び 北 上 山地 高田 附近 の 花 賠 岩 類 5 個 に 就 て 同一 条件 の 元 に 分 析 を 行 つ た 。 & 
の 事 で 明か な 如く 微量 成分 で も 和賀 地帯 の る の は 一 般 に 共通 し た 性 質 を 示し て お り , At 


1) MHRA ; 岩石 破 物 の 分 光 分 析 学 的 研究 (1) (基礎 実験 ), 480K, 38, 3, 1954. 
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Li P Pb Sn | Sr Ww Yt Zn 
※ ※ < ※ — | x x x x xx x x 
2 ※ SK = x x SS Ne 
x ee aera = ※ a ex x 
% DENK | x = eax SE SEK Sore SS | ※ 

| i 
x ※ x x ーー XK EXE Lene x xxx x 
x x x x ? jos cased x x x x x x 
2 SR x — <x x x x SPS 
? <a % ー | x = x ? 
Y x x x x eats x 3 x x x 
X+ x x X x — Fee SOI SEE xx x x 
xe SESE x — SESS ENE Be NESE x xXx x 
x+ ee x x+ xxx xxx x x x 
x a x x Xx x x x LOSES xx xe 
x+ x | SE — xxx xxx x xX x+ 
め 得 られ そう で ある , 一 認め 得 な い 。 
上 山地 の る も の と は Ba, Cu, Sr, W 等 に 著しい 想 異 が 見 られ る 。 即ち Cu は 第 三 紀 の 


る も の に 著 量 で ある が , 


以上 要約 すれ 


1) 和賀 地帯 横 
2) RERKAISS 
上 時 に 認め あら れ な い 位 の こと が ある が , 


(Cis Rete 


3) Fem eeEO EMR RET IRR, ce a oe 


Ba, Sr, W' は 北上 山地 の も の が 著しい 。 


VII 票 Fa) 
VERORI< (Cie De 
FA He GAGE D (Ete) 2a SAS A EK JB eR So 
DAG Was BAD PEAR EX HC HRD CEL, 


A Beet a SEINE D fac Bat iC 7s Jk fi 
り 願 る 監 硬 と な つて 居る 
SUPE ATE RABE 


BDEICER eS CR BICE 


a> 
bee (CBT る 1 

4) #8 
ay ES EL ise Fe pv BS) 


meee, PE 


mR aS Ce So HIRO YL の に は 周縁 相 が 花 賠 


SL OND» 


ORR ORGIR D 16 iis aL — HRI ED JGR EB Re OF © Jal AC 


FARRER OFRERICIZ ZPRO SNe 0 BICC OBIT 


の 組織 が EAE の 4 の (CES i 事 を 示す 。 


5) FIR LADD ATA APEC RAT © 


— Raita La 
AF baAicl..o 


AE) BEAD RK SE To SK a AREA 
VAMBICILARHRREELIRY BT OB Ts 2 HOD, © feta rth 


6) Rp OMOTER Rae AROS NRK, ROK O71 Eis FB AC ULB IC et, 


Belk 24 JB 


KF 


READ 4 Dt THE 


る 捕獲 央 を 含ん で いて 肉眼 的 に 殆 と 
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$ Bo 

7) ASRRISWICH Cie mae TBA REAR alee, (cir 
BPRIC LOCH DNS REVEL DET ODS, 紫 の 花 憎 岩間 に は 本 
質 的 な 差 は 認め られ な い 。 之 の 附近 の 緑色 凝灰岩 層 に は 花 賠 岩 を 有する 
ARAB BERRA, ZOMSBii ae Bich QBN b (hie © RKO 
REGH OBIKAR EG & XT Do 

8) 石英 脈 は 花 贈 岩 及 び 不 整合 上 部 の 緑色 岩層 を 共に 賀 き , 叉 之 の 両者 
(CB LV SEER Db NS. 

9) [LEQRRODEO OP BILSEMORE ¢ 4D CHOLES 
ao 

MASKIUSA OL の は 他 の も DICHNTCHIECTCHA SM, Zita 
に 属す る 石灰 岩 に ょ つて 脱 理 作 用 を 受け た も の と 推定 され る 。 

Vill 結 


以上 要約 し た 所 か ら 導 か れる 結論 を 述べ る 。 
AE Rea EB © JERE ESR OPRIE DAS ANC RE & D BRI 
ELOTELECERATLOC, ZORARO SRC Haale AD D7 
0 EFT L BEI BA TERRE CHORAL OLPHEHSE DS. ZOGROESR 
は , RAASMONCNt SETHE OMV KREBB CSSA RIBAS 
的 特性 と 共に , 接触 変質 を 益々 軽微 な らし め た 大 き な 原 因 と な る も の で あぁ 
ら う 。 従 つて 東 化 作用 , 緑 灸 石化 作用 等 が 一 般 的 に 認め られ る 程度 で ある 。 
硝 婁 中 心 部 に 於 ける 緑色 凝灰岩 層 に 花 賠 岩 類 を 培う も の と , ZICBPNS 
も の と の 両者 が 存在 する こと は , ZICH BO “SH “TIA? mops 
存在 する こと を 示す も の で , 大 工 沢 上 流 た 見 られ る 緑色 洪 灰 岩層 中 の 含 花 
fa a PEEK RR Blk, 之 の 新旧 両 時 代 の 境界 を 表す も の と 認め 得る 。 従 つ 
て 人 花 賠 岩 類 の 活動 は 旧 緑 色 岩 悦 堆 積 後 で あり , し か も 新旧 両 時 代 の 間 に は 
大 き な 時 間 的 間際 が 考 を られ な いこ と か ら , FER LOB DIR INGE 
間 に 削 負え され 尽 し た こと は その 物 の 厚 さ も 薄く , Lark EO LARS 
に 行わ れ た こと と を 示す も の で ある 。 花 賠 岩 上 の 覆 岩 の 厚 さ が 薄く 岩 圧 の 小 
さか つた こと る も 接触 変質 を 軽微 な らし め た 一 原因 で あろ うぅ う 。 新 緑色 岩層 玲 
積 後 も 花 賠 岩 体 の 中 心 部 は 未だ 火 成 活 動 の 余命 を 保ち , その 後に 行 は れ だ 
造 構造 運動 に 伴 つ て , 上 部 の 緑色 岩層 に 石英 粗 面 岩 , 石英 脈 等 の 貫入 を 許 
し , 広範 囲 に と 豆 る 久 化 作用 を 与 を た も の と 推定 せら れる 。 

本 研究 に 際 し 緑色 涯 灰 岩 に 対す る 種々 の 盗 料 と 討論 を 賜 つ た AURA ERS, 阿 
部 正宏 学士 に 深謝 の 意 を 表す る 。 2 HRBRO- MIMSY BIC kOe BE 
明記 し て 謝意 を 表す る 。 
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de 30 dE bw th FA He OB Bt 
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Study on the rocks in the vicinities of Mt. Hayachine, 
northern Kitakami mountainland, Iwate Prefecture. 
(Metamorphism of the ultrabasic rocks) 


% SE 42 (Hiroshi Asai)** 


Abstract : Mt. Hayachine lies on the margin of the northern part 
of the median tectonic zone of the Kitakami. The ultra-basic rocks and 
the basic rocks occur in the vicinities of Mt. Hayachine. 

These rocks are a great deal suffered by the metamorphism at the 
stage of its synkinematic intrusion. Concerning of the succesions of the 
igneous activities in this district, the basic rocks are formed, and then 
the ultrabasic rocks intrude into the mass of the basic rocks. The gra- 
nodiorite occurs lastly in the southern parts of this districts. 

From the mineral compositions of the ultrabasic rocks, the auther 
divides the ultrabasic rocks into four zones that are (1) zone of the 
serpentinite, (2) zone of the relict olivine pyroxene bearing serpentinite, 
(3) zone of the relict olivine bearing colourless amphibole, (4) tremolite 
rock, (5) zone of the relict olivine bearing tremolite chlorite rock. 

Before the granodiorite intrudes, the zoning of the ultra-basic rocks 
may have been formed by the different conditions of the metamorphism 
at the stage of the synkinematic intrusion. 

The facts show that the metamorphism can exist between the intrusions 
of the ultrabasic rocks and the granodiorite. 


fo Se AT Oe ee 

この 研究 は , 1949 年 , 1950 ic? OCMMAEAMOMHO— OM mae LTR 
され た も の で , 北部 北上 山地 の 早 池 峰山 及び その 近傍 に 分 布 し て いる REHRIEME + Haze ee 
岩 の う ち 特 に 超 塩 芸 性 岩 に た つい て 述べ る と と も に , これ ら の 地域 の 南側 に 広く 分 布 し て 
WS TERME GREER) と の 関係 を 老 察 し た も の で ある 。 

塩基 性 岩 類 た つい て は 別に 稿 を 改め て 述べ る こと と する 。 

終始 , 御 親 功 に 御 指 導 や 御 討 論 を し て いた だ いた 北海 道 大 学 鈴木 酸 教 授 , 舟橋 三男, 
橋本 誠 三 両 助 教授 , 北海 道 地下 次 源 調査 所 斎藤 昌 之 技官 , 工業 技術 院 地質 調査 所 番場 活 
夫 , 猫 木 開 夫 両 技官 箋 の 超 塩 基 性 岩 研 究 グ ルー プ の 方 々 に 厚く 御礼 四 上 げ る 。 ft, 研究 


* 正本 地質 学会 第 58 年 ) BRM. MELE 57, 313, 1951, (Be) 
Fe 北海 道 学 芸大 学 地学 教室 
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に 便宜 を 与え られ た 北海 道 大 学 理学 部 地質 学 鉱物 学 教 室 , 青森 営 林 局 川井 営林署 な ら び 
に 花巻 営林署 の 各位 に 深謝 申 上 げ る 。 研究 に あたり , その 経 費 の 一 部 は 次 部 省 科 学研 究 


Il th BE sR 


どの 地域 は 北上 山地 の 北 半 部 に あぁ つて , RRL CAVES RPE 
西 流 し て 北上 川 に 注ぐ 岳 川 ( 実 賃 用 の 上 流 部 ) の 上 流 に 挟ま れ た 部 分 で あ 
So COMBI EW Ow FRO 5 DORMBBEO-OL BASSO 
14, re, Pip, 鶏頭 山 等 を 含む も の で , 笑 出 し た 地形 を 示し て い 
De 

北上 山地 の 全域 の 地質 構造 か ら 大 観 す れ ば , OO MB IRV did See 
rr) の 北側 に 並列 し て いる 釜石 秦 成 帯 か の うち に 含ま れる も の ど 老 を ら 
EV 

Cc DMIMOKMBD &® HDC SK BIL RICE << MEO 7a, BOR 
a, Eittee, ZBiSGee, fA, Biv, RRS, 蛇 紋 岩 等 で あ 
Bo Citb OFA IME - TILES TRO ABST SHMOALAMNCIa, 黒色 又は 
MREOiE, 点 紋 粘 板 岩 , 変 砂岩 , HAG OFF BSOREDRSO 
て , 所 た にょ つて は 緑色 岩 を 挟ん で いる 部 分 & ふ 観察 を せら れる 。 走 向 は N40° 
~G6O°W CASI 35°~85°NE と な つて いる が, 所 と にょ つて は 傾斜 が SW 
に な り , 又 地 層 か 直立 し て いる よう な 場合 も ある 。 これ ら の 豆 層 は は ほぼ ニニ 
BABS LAICRL CO SZ4LDEBZ ONS", 

vee - Hees OMAGH) 500 KIVA 1000 米 の 巾 を も ち , 細 
長く 東西 に と 姓 び た 種々 の ホル ン フ ェ ル ス ふ , BEEPEASAL TUS, 
超 塩 基 性 ・ 塩 基 性 岩 類 の 北側 に 分 布 し て いる 母 岩 と 走向 が 異 つ て いて , ほ 
ほぼ 東西 性 で 傾斜 は 何れ も 50°~85°N と な つて いる 。 これら の ホル ン フ ェ 
ルス の うち に は 結晶 質 石 灰 岩 が は さま れ て いる 。 

この ホル ン フェ ルス , 悪 雲母 片岩 の 南側 で は 花 岡 緑 岩 (遠野 花 庫 関 緑 
岩 ) が 明らか に ホル ン フェル ス に 導入 し て いる 事実 が 観察 され る 。 し た が 
つて , この 地域 の 主要 な 岩 体 で ある 超 塩 基 性 ・ 塩 某 性 岩 類 は 粘 板 岩 帯 と 示 ホ 


1) 山根 新 次 ; 盛岡 図 幅 説明 書 ) 1915. 和仁 , 近年 , 岩手 県 庁 , 地質 調査 所 に よ ょ っ つて 
調査 が 行わ れ た 。 

2) 渡辺 万 次 郎 ; 北上 山地 の 火 成 活動 , 民主 々 義 科 学者 協会 地学 団体 研究 部 会 専 報 , 
4, 1950 

3) 加納 博 , 関 陽太 郎 ; 北上 中 軸 帯 , 地質 見 学 委 内 書 , 日 本 地質 学会 秋田 部 会 , 1954 

4) 湊 正雄 ; 北 上 山地 の 地質 , 民主 々 義 科学 者 協会 地学 団体 研究 部 会 専 報 , 5, 1950 

5) BERRY 7 2VA, MHGRVYT = VR, 草 青 石 ホ ルン フェ ルス , FARE 
ARMY Ts VA 
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+4 Fete + pee ee ae 


(Ems GC. FARCE. 点 紋 粘 板 岩 , Be H&B 
BBARVY TINEA, 
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Fel 


C. Berek Aare BCS 
abies Ae AA ARE AS 
AER A IVY 7 EVA, 


AAR IVY 7 BWA, 


黒雲 母 片 岩 |. 結 品 質 石 灰 岩 

1. 御山 河 2. BARBI 3. 石 合 沢 4. =F VURRVBIR 5. RAR 
6. 吉 部 沢 7. Fe) (FRBIEVE) 8. 無名 沢 及び その 西側 の コメ ガ モ リ 沢 
9. fair 10. 川原 沢 11. DER 12. 高 檜 沢 13. 薬師 川 は 西 
か ら 東 へ WR (1445.1 48), Phe (1679.47), HbA (1913.6 34), 


ently (1167.1 48) 


VY Tc NA e OBROMITICI RANK bLDLAZbHNAD CHF 


し か も 重要 な 点 は 変 煙 緑 岩 , ZiWiica Lis far 


DAN DTE 


J 知 類 は 片 状 構 造 を 示す 


部 分 


こと これら の 塩基 性 岩 類 の で きる 時 期 に いち じ る し い 構 造 運 動 の 


あぁ あつ た こと が 考え られ る こと で ある 。 叉 , 超 塩 革 性 ・ 塩 芸 性 岩 類 に 捕獲 さ 
れ た 産 状 を 示し て いる 六 板 岩 類 や ホル ン フェ ルス 類 は 破砕 され て いる 部 分 


$ も 観察 せら れる 。 


火成岩 類 と に とお いて は 北側 か ら 順 次 南側 に ち た つて 岩 質 の 異 つ た 


A lS HR 


西 に 帯状 に な らん で いて , EHERBOKL 
られ る 。 


PIC SCALE NEEDLE BX 
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花 賠 関 緑 岩 と 超 塩 芸 性 岩 と の 直接 に 接する 場所 は 観察 され な いか が , この 
地域 の 西方 に は , HORROR RO?, 朝 島 山 に あり, M, 西北 
方 に は 矢 張 り 忠 明神 織 に 霞 塩基 性 岩 が あぁ つて, これ ら は 何れ も , 本 地域 の 
南側 た 見 られ る 花 向 阿 緑 岩 と 同質 の 岩石 の 影 絡 を うけ て , 交代 作用 を こう 
むつ て いる 事実 が 知ら れ て いる 。 こ れ に ょ よ ょ つて 本 地域 の 花 答 困 緑 岩 は 超 塔 
RERIC i << NCHAL Kh OLBAZTIV: CHHI 0 

Ill @BBU BORK 


Mie, Bata, 蛇 紋 岩 等 の 形成 に と 先 だ つ て 主として 変 際 緑 岩 , 変 
煙 緑 岩 , AREA ERE brie” 

こと これら の 塩基 性 岩 を 無数 に 割 つ て 多く の 岩 床 状 導 入 体 が 集 つ た 複合 岩 床 
導入 体 の 形 を 示し た も の が 本 地域 の 超 塩 基 性 内 で あぁ る 。 す な わ ち 霞 塩 基 性 
岩 体 の 内 部 に は 多数 の 被 導 信 母 岩 が ほぼ 周囲 の 母 岩 と 同一 の 走向 を も つて 
露出 し て お り , 古 も 母 岩 に 接する 超 塩 基 性 岩 の 蛇 紋 岩 化 の 方 向 は 母 岩 と 一 
致し て いる の で ある 。 特 に 御山 河上 流 部 , 秋 木 沢 , 吉 部 沢上 流 部 の 産 状 を 
見 る と 本 地域 の 超 塩 其 性 岩 は 複合 岩 床 痢 入 体 と みて よい で あら 3 う 3 。 有 叉 南 半 
部 の 超 塩 基 性 岩 に つい て を も, 各 河 川 の 谷底 に は , 前 記 の 如き 関係 が 見 られ 
る の で あぁ あぁ つて, 捕獲 岩 様 に 示さ れ た 塩基 性 内 は 或 程度 母 岩 の 走向 に 並行 し 
た 連続 性 を 示し て いる も の と 博 を ら る 。 こ の 一 大 複合 岩 床 状 導 入 体 は 全体 
と し て 巾 は 南北 約 4~5 FF, : 長 さ は 東西 約 12 粋 に 達し て いる 。 

し た が か つて , COMBO RIE a BREA RLS CH SHAR, 低 
変成 度 の ホル ン フ ェ ル ス , BE, 変 因 緑 岩 又は 角 阿 岩 を 皇 獲 じ た と 
も , また は , 基 毅 の 岩石 か 超 塩 基 性 岩 の 岩 体 の うち で 所 々 に あら われ て い 
る と も みみ られ る 産 状 を 示し て いる 。 

BIB a ETC Ss SIC IL, 帯状 に 蛇 紋 岩 化 さ れ た 部 分 か あぁ つて , 
その 方 向 は 略 々 東西 に の びている 。 こ の こと は 原 岩 の 岩 質 や 輝 入 時 の 運動 


1) 山田 久夫 ; 概 構 石 よ り 導 か れ た 人 失 唱 石 ホ ルン フェ ルス , 地質 雑 , 48, 265~ 
266, 1941 

2) 山田 久夫 > SFMT RIUOR RAE A OF HEHE, 49, 203~204, 
1942 

3) Hisao Yamada; On the colour and titanium content of hornblende in 
some metamorphic peridotite from Tyogamoriyama. Jour. Geol. Soc. 
Japan, 49, 30~33, 1942. 


塩基 性 岩 の 内 部 に は 苦 土 電気 石 , 叉 は 鉄 電気 石 が 形成 され て いる 。 BROOK 
列 は 塩基 性 岩 の 片 状 構 造 を 示す 事 と 密接 に 関連 し て いて , それ の 形成 し た 時 期 
は 塩基 性 吾 の 形成 と ほぼ 同時 期 の も の と 考え られ る 。 WIPE: FEO 
塩基 性 岩 中 に 産 す る 電気 石 , 岩 鉄 , 39 印刷 中 ) 


に 支配 せら れ た も の で あら う 
a Slee eye OO 
~900 4, 及び 1400 4% ~ 1200 米 附 近 に , FARRER PROT, 前 
者 の 位置 に ある も の は 厚 さ 40K~ 50 米 に も 及ぶ 厚い 堆積 物 で , 蛇 紋 岩 
Wak & ORE RCE BED B HHSE TU Bo 

これ ら の 崩壊 堆積 物 は 』 COMMCLIZLITOZE RC ANS NOX 
A” D—DETOTW GS, 


IV @8 EHR BHOBR 


C Oa is Ee AIC ILAL A DRO L 5 i PBOE RICA CZ 
1 Rew 
l Sahai GE Brena 
『 JQ anh fe ERR aS 


VV Be fe Sal i apty==| DAV at Selievae= 
M の 岩石 は TT の 岩石 の うち に 部 分 的 に 形成 せら れ て いる も の で ある 。 


1 和 蛇 投 崖 ) この 崖 体 と お よそ な か ば を 占め て いる も の で , その 北 半 部 に 分 布 す る 。 こ 
の 岩 体 か ら は な れ て 粘 板 岩層 中 に 小 規 模 に 導入 し て いる 岩 体 も すべ て 蛇 彼 岸 で ある 。 
SCRA SDN 
(1) KER, REBRSK 
(2 KERB, 磁 鉄 鉱 , PRABLC SkYp 
(3) WERCH, 滑石 , 磁 鉄 鉱 
(4° Weel ta, BEEK, 7 a — LEE 
WESC VAR Ce ks pc at 示し た も の と が ある 。 WEL 
AUGT AVAROT, BBMls, EMS PEEL. 配列 状態 や 仮 像 を な す 蛇 紋 石 の 
52 BIRRE D> b UE ELS EE > 5B Bi aaa te REBCA 
HORA IL, =A < ZB FPIR GC SEL Ob PHO CAAA A OGL BB RT 
る 場合 と が ある 。 特に 蛇 絞 岩 化 の いち じ る し い 部 分 は 鹿 弁 状 磁 鉄 鉱 は 消失 する 。 PEM 
鉄 物 は 蛇 紋 岩 の う ち に 散 点 し て いる 程度 で ある 。 クロ ー ム 鉄鉱 は 周囲 は 磁 鉄 鉄 に 包ま れ 
て いる が し か し 極め て 称 れ で ある 。 油 右 は 最終 形成 物 と し て 散 点 する の で ある が 被 導 入 
母 岩 に 接する 部 分 で , 蛇 絞 岩 の 片 状 構 造 が や や いち じ る し い 部 分 に , 特に , 多く 見 出さ 
れる 。 (第 2 8-1) 
Il BRHRBABARN Se この 岩石 は 主 に 奪 深 部 に 細長 く 分 布 し て いる も の で あつ 
NI rr EERL CO Bo その 分 布 状 態 に つい て も 互 に 交錯 
oe に ある も の で , 次 に 示す よう な 岩 質 が 主要 部 分 を 占め て いる 。 
(1) wReRC, Ades, Fe TEU EA » 磁 鉄 鉱 . 
(2) Kes, 73, Ban, 残 晶 透 交 石 , 磁 鉄 銃 
(3) 蛇 紋 夏 , 残 卓 様 村石 , 磁 鉄 鉄 


1) GARE > ARAYA EA AICI SIAR OA RA, 科学 , 20, 18, 1950. 
2) 木立 正 山 ; PRI, BOLLS C HDA REE CREE IC OVC, 青森 営 林 局 , 1951 
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第 2 BI (1) 


1. kepcs An 大 形 板 温 石 , An” MIRA, RKTT S (BORIR) 
2. Bie abe atescs An AREA, Ol Bee PAWBEL 


) 100 KREBS) 

3. BiMRARBANABAN As Cem MAfallaA, Tr wARA. An 板 
温 石 , Mt 磁 鉄鉱 (PBZ WIR EPH) 

4. AGB eReAN aman Aa Ol Riahihea, Tr waa (PAL 


5. Bie oD es 4 7 hxg Ol Mihi, To eq, Mt 塊状 磁 鉄 録 , Mt’ 
細 粉 状 磁 鉄鉱 (GIR Pitt) 

6. 残 品 概 要 石 透 角 隊 石 緑 泥 石 岩 Ol Bei. Tr mfabie, Mt 磁 鉄 鉱 
(2% WEVA PUE) 

7. REAP MDGS En BUR, Anth WAP. OL Bt 
Bi Ch ye, Mt BERK ( 調 石 沢 中 流 ) 


REC ILI BATE DRA CHS ARRAS AN RI A ASL bBo Ee 


L CHIR a VE (BEAR 73 REG GO & TH L CHAE HOTU So KR... VM, VY... wR 
ts, Z.... UB, (+)2V=58°, CAZ=40°~38", HER ORERCAILE 3 7 ih 


\ に は いち じ る し く 細 粒 な 磁 鉄 鉄 が ふく まれ , 叉 蛇 彼 石化 を うけ る 過程 に ある も の は , 
ITN TN ER 
85°, 83°, 頑 火 交 石 は 普通 の 火成岩 と いわ れる 岩石 に 産出 する も の と 同様 の 性 状 を 示し , 
後に 述べ る IV の 岩 質 の うち に み ら れ る 頑 火 煙 石 と は 異 つ て いる 。 (第 2 図 -2 

lll BABAR SARABSANAS この 岩石 は 東西 に 走る 傘 兵 郭 か ら 南 側 に 分 
布 す る も の で ある 。 本 地域 の 東南 部 に 分布 し て いる 変 交 緑 岩 , 変 討 緑 岩 叉 は A am 
ある 場合 は IIT の 岩 夏 は 地質 図 に 示す こと が 出来 な い 程 に 部 分 的 に あら われ て いる に 和 過 
ぎ な い 。 塩基 性 岩 類 が 雨 側 に 分 布 し て お ら な いで , MR aI hy 7 
ス に 接し て いる 西南 側 で は I に つい で 広い 分 布 を 示し て いる 。 注意 すべ き は 次 に 示す 岩 
質 が 主 要 部 分 を 占め て いる の で ある が , 先 に あげ た V の 岩 質 を 示す 部 分 も あら われ て 
Vo の る 0 


66 7B te OW RS Be 


(1) i8fSEYR. MEAG. Jae, We, Baekoh 

(2) BBG, FeASEBVG. WERE RYE BEEK 

(3) TEEN, FERIA. BU. meso 

(4) BURG. Kes, Ya rafal, Beskob 
以上 に 示し た 岩石 の な か に は 先 に 述べ た Il OB AKEOLRRMMALTERT YO 
が ある 。 すなわち tee A, MARIA HUME, RANE BMRROMS BHCHSo 
叉 , 次 に 述べ る IV OBAKCUKBMMA ERT D OD NREICIE RAEN CWS 
SRD >DIRALNG, BANE. 緑 泥 石 , MRROMSAHCHS. Ul OBBOEK 


る 造 岩 鉱物 の 光学 的 性 質 を 次 に 示す 。 PiEG....(—)2V=85°, 88°, EAR A..-- 
(-+)2V =65°, 78°, 76°, (—)2V=60°, 70°, 88°, n,=1.637, CNZ=22°~24°, x45 
PIG....(—)2V=78°, 80°, §2° CAZ=22°, r,=163), BEI HE, SE 0.6K 


外 の モザ イク 状 叉 は BOI BOF L PRE AGY PBL HEA DEES BC he 7 RGR 
を 放出 し て , SeTRAR NADER A NK CHERA, JSG, 緑 泥 石 が 最終 に 形成 さ 
れ た 鉄 物 と な つて いる 。 第 2 図 -3~5) 

IV BRHBRBAABRABRAS この 岩石 は UI の 岩石 の 分 布 し て いる 区 域 の う 
ち に 部 分 的 に 形成 せら れ た も の で ある 。 そ の 岩 質 を 次 に 示す 。 RRA. Bia, YE 
A RES, TU, TEN, Re Yea BRE, RANE ABCARA 
BA Dic 7 0 CREA IDO CWS ORL OBACREAAIT CHAS 

BURG... .(—)2V=85°, 87°, (+)2V=S85°, weAPsG....! (= \ ON = 68°, 72°, 375° 

ee. LEOHEO > vice REE, BUG, IBAA Sa, feb, 緑 泥 
Bi, BKABOMA CCRT BABES. BUREAUS A EA DRE 
し た 部 分 を 包み こむ か , MILERE BU RBRREE GAL TOSZ 直 図 石 は 針 状 で 談 
i Cd OC, 李 枚 石 , 頑 火 輝石 叉 は 付 頑 大 輝石 を 談 代 し て 成長 し て いる 。 WEFERIE LI 
oe ae 


ARETE —)2V=86°, n,=1.689, BAH... .(+)2V=88°, n,=1.682 
De eee 70°, n,=1.641~1.648, Sere ..(—)2V=65° 67°, 


ES 沈 石 は モザ イィ イク 構造 を 示し て いて ,, RENE SESLV LES 
a こ に 述べ た 様 な 岩石 が 形成 され る と さき さ に いち じ る し じ * 依 主 を ご うな っ うた こと を 示し て 
いる 。 (第 2 図 6~7) 


Vv ans 括 


1. RVY 7a Aly & HT & OM WREA CARE, ZEBESHE, 
FAN EDT RE DAI 

2. 夫 塩 革 性 岩 類 は これ ら の 岩石 を 割 つ て 」 BA BRO 4 D> cHtA 
し た 。 そ し て , © OND REE a AO JBC ACB BYE GEE a & 
CEBHELTHD), Fg BER AR EE A EMPL TAL OCHS, 
3. Cab ORV ETRE SBHEE EBS AEN 2 S515 |S O-Su Tone Re 


1) HGS: 超 塩 基 性 火成岩 に 見 られ る 二 っ つの 型 に つい て , 北海 道 地 質 要 報 , 12, 
6~8, 1949 


we oe R x 69 


FIC LOC, それ ぞ れ の 人 条件 に 応じ 北部 域 で は 蛇 級 岩 と な り , 南部 域 で は 
ほぼ 三 つ の 岩 質 に 分 帯 す る と こと が 出 米 る 程 に 変成 作用 を うけ た 。 

4. HEANOR A, 6a, 緑 泥 石 化 は 花 向 岩 の 後 作用 にょ る も の 
EBX bDHD. 
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Rs 


fe ISIE BR OB RIMAIC OV Clk, APS Cl, FRM AY, 北海 道 
MOON”, 岩手 県 宮守 GRY ROMA EIR? に ある も の 
が それ ぞ れ 記載 せら れ て いる 。 

IMCS, SU ES), 7p LO SE NN 
SEP aR L CV. Do 

AS HURIC ABT SHASENE - PRPR ILE AD AE ILA DIC TEMBIREO 
BEAICFE TE OT AE ee BEE DAE IESEAIC L DARE AIC EO 
た も の と 考察 され , 英 の 後 , 花 答 岩 の 後 作 用 に ょ つて , BRREBORR 
が 促進 せら れ た も の と みる べき で あろ 3 う 。 

北上 山地 の 一 つの 下 塩 基 性 岩 類 と 花 向 較 緑 岩 の 形 成 と の 問 に は いち じ る 
し い 変 成 作 用 の 存在 すべ きこ と を 特記 し た いり 9。 


山田 久夫 ; 前 出 

2) 舟橋 三男 > 石狩 国 幌 加 内 地方 の 蛇 紋 岩 に 伴う 特殊 な る 角 図 石 刻 岩 に つい て , 地 
ime, 51, 119~131, 1944 

3) BEARS ; APRS AIC BU S (eimDiea A に 伴う 超 塩 基 性 岩 の 変 成 現 
Ke MER BAI AO DOW), 地質 雑 , 57, 35~43, 1951 

4) FRG ; RRABEESO (MALO MM, 地学 , 3, 16~19, 1951 

5) AAKE ; BMVRMUINEG RIC BU SHRED ME, HK, 36, 187~ 
2027 A952 

6) Reed H.H.; On zoned associations of antigorite, talc, actinolite chlorite 
and biotite in Unst, Shetland island. Min. Mag., 23, 519, 1934 

7) Phillips A. H. & Hess H.H. ; Metamorphic differentiation at contacts 

. between serpentinite and siliceous country rocks. Amer. Min., 21, 333 

~362, 1936 

8) MaCdonard G. A. ; Progressive metasomatism of serpentine in Sira 
Nevada of California. Amer. Min , 26, 247, 1941 

9) Pest ; 前 出 

10) 島津 光夫 ; 北上 山地 西南 部 田 河 津村 附近 の 塩基 性 及び 超 塩 基 性 岩 I), 岩 破 , 
38, 70~80, 1954 
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Albitite from Izuruha, Yamaguchi Prefecture 
KEE 學 英 * (Nobuhide Murakami) 


Abstract : Albitite from Izuruha can be found in dike-like form, in 
the metamorphosed tuffaceous sandstone of Shimonoseki subgroup 
(Kanmon group), which is included in Izuruha granodiorite. 

Albitite is composed chiefly of mosaic, sometimes porphyritic, albite 
aggregates, with a little interstitial quartz, chlorite and epidote. 

By field observations and chemical data, it is considered that albitite 
has been fermed by metamorphic differentiation within sandstone, 
accompanying to the introduction of soda, alumina and silica from 
granodiorite. 


Il 緒 s 
AS Hose SOR BCA D RRC 4S PITRE AT LOMA OM 
進 あ 既に その 概要 を 発表 り し た か , 末 解 決 の 問題 か が 税 多く 残さ れ て いた 。 
AAALAC TSHR RO MD CEMA ORK EAD CT S 
TERR Te BEAR E FAICOV CHAN SEE > THo 
CIE 4 OLE GIMORR BI LKARARE AER, 花岡 完 氏 , 野 
Pha II ATR Be RIC IR WET Do 
Il, th Hf R 
本 地域 の 地質 は 三 郡 変成 岩 類 , BARRE, 出 工 酸性 岩 類 ) 流 紋 岩 類 , 珍 岩 類 , ER: 
(Gi OPI TEBE, RIE A779 4} + SCRE SEE ERE LO 構成 
SNS. CSEWLOBRRU MRIS 1 表 に 示す 通り て, LONARBERICHROD 
る の は 関門 層 医 と 出 薬 酸性 岩 類 で ある 。 関門 層 群 は 田 果 重 層 群 と 下関 重層 群 と に 分 た 
れ , 前 者 は 頁岩 ・ 砂 岩 ・ 春 岩 等 より 成り , 後者 は 上 部 (中 部 層 ) RUE FB OF 
部 層 ) は 凝 灰 質 頁岩 ・ 砂 岩 ・ 春 岩 等 より 構成 され る 。 LOMEKRAD SE BEL EBS 
ATROPURO BAC, AS be - BYE - BR 79 AE“ DY ROKER 
HS RUASOML EE, 走向 は E-W-NW で NW-SE Fie HE + SR 
を 成 し て いる が (第 1 A. MAME AIC PET Spit Clk S OPE AMT IDAA LL NNW 方 


UL AAR SCE et a as 

1) HECK - TBR ; WAKE 5, 77~100, 1954 
2) 松本 達郎 ; 地質 雑 57, 95~97, 1951 

長谷 S$ : Hee 58, 289, 1952 
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BIR HR MRO K Re HR 
時 代 | ah 層 | me em | vem KERRI 
Acne wile mec 
x NS 断層 ? 
浦 川 NERNWEE? | 半 花 内 岩 ・ ベ グマ タイ ト ・ 
= ‘ MBE 3 RIESE a a AIK 
7G ea BE 
黒雲 母 花 賠 岩 
Bye 
i cles BSG 
NNW 及 NW 断層 
dens) Seen 
紀 | リャ ー ク | Be \ 
a 田 ji ae ‘hie | 
[ 7 ; 
aE Soe 
ey eae =MAK 
B22 HERA SHO lt + Hm 
2 3 
% % 
SiO, 73.34 69.54 
TiO; 0.25 0.10 
Al,O5 13.53 14.56 
Fe,O, 1.06 0.72 
FeO 1.15 1.76 
MnO 0.19 1.15 
MgO 0.51 0.30 
CaO 1.08 7.05 
Na,O 3.03 2.03 
K,O | 4.76 2.40 
P02 | — 0.12 
H,O(+) 1.17 | = 
H,O(-) 0.18 | = 
Ig. loss — | 0.59 
a | 100.75 | 100.25 | 100.32 


"gt (EB IGE (石英 モン ゾ = 岩 質 部 ), GHA : 渋谷 五郎 


2. Hifi, 分 析 者 : 花 


3. SPREE, GHB : 地質 調査 所 , 小倉 勉 7 万 5 千 分 1 山口 図 幅 及 説明 書 (1918) 


向 に 走向 を 転じ 傾 八 る 垂直 に 近く な る 。 
出 工 酸 性 岩 類 ) は 花 賠 図 緑 岩 ・ 半 花 賠 


Mi Bree Py 成り, それ ら の 化学 成分 は 第 


2 表 に 示す 通り で ある s 何れ も 半 深 成 岩 損 性 状 の 岩石 で NNW 方 向 に 脈 状 を 成 し て 密 
PCH, 構造 運動 下 に 貨 和信 せる も の で ある 。 相互 の 関係 は 岩 此 分 化 に よる そ Bow 


1) 詳細 は 山口 大 学 理学 会 誌 5. (前 出 参 照 ) 
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Las 


ATR Wii 
ll 
aon 
Ae NX 
RES: 
Pek Yr 
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Nee eS 


1 Ria tiiee Gre at. 
1 ee, eae 3: 沖積 層 , 4: 岩 脈 類 , 5 : 花 賠 斑 岩 , 6 : 細 
ng : 黒雲 母 花 賠 岩 , 8: Ps, 9 : Gps, 10 : 流 紋 岩 
1: Mikhta, 2: TEESE, 13: 下関 恒 層 詳 中 部 層 , 14 : 下関 看過 


ea IS : meee 16 : KERR. 17 : SMR 18: 東 
長 岩 産地 


る 。- 各 岩 右 の 主要 な 性 状 を 記す と , 

(1) TERRI 4) 岩 体 内 部 で は 石英 モン ゾ ェ = 岩 に 攻 移 する 。 一 般 に 環 状 構造 の 閉 
し い 半 深成岩 質 岩 石 で 石 基 は 微 文 祭 組 織 を 成す 。 BEIM (Anyo~50) ・ RESEIG 
REL De (0~2%) の 石英 ・ 正 長石 より 成り , 石 基 は 主 に 石英 ・ 正 長石 ・ 代 長石 
(Anys) よめ 成る 。 
(ii) 周縁 部 は 緑 泥 石 ・ 緑 角 石 ・ 方 解 石 ・ 草 長石 ・ 絹 雲母 化 等 の 熱 水 変質 を 著しく うけ 
元 の 有色 鉱物 は 殆 ん ど 留 め ら れ な い 。 叉 内 部 に 比 し 石英 ・ 正 長石 等 の 量 が 多い 。 

(ili) WRB CIR ST SAT CGS LK. 岩 体 の 走向 に 平行 の 流 状 橋 造 が 見 ら 
れる 。 この 場合 破砕 部 は 非 破砕 石 基部 に 包含 され , 叉 石 基 と 同一 性 状 の 文 象 質 半 花 賠 岩 


脈 に 貧 か れる 。 こ れ は 半ば 固化 の 状態 に ある SHER 圧 砕 を うけ つつ 上 昇 し た 事 を 意味 し 
で いる bp 
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(iv) SRB SITET SA CLAEMO REL IONIMBT SZ. COBAAE Ape 
卓 の 量 は 減少 する が その 成分 に は 殆ど 変化 な く , 全体 と し て Alkali- SiO, OH MAA 
され る 5 

(Vv) 周縁 部 で は 関門 層 群 及び 変成 岩 類 の 捕獲 岩 を 多量 に 含む 。 これ ら の 皇 獲 岩 及 び 周 
辺 岩 体 に 対す る 変質 は 小 範 暑 で ある の が 特徴 的 で , RICHEROERALRE TWEE 
化 作 用 が 著しい 。 

(2) 年 花 筒 岩 (1) 花 賠 隊 緑 岩 中 に 見 られ る NNW €AMONMARC SLVBRHE 
を 呈し 石 基 は 文 象 質 で ある 。 SARMAECAS- ERA - SRA (An25) ・ Beek 
り 成 る 。 

(ii) ) TEMPOS ETAL < BRED FCC) BOA AVIRA L Bo 

(3) PRBS (i) MAR BARRERA TS RKC, BMMUARA (Angy 
~50) ARG: REGLSR (002%) の 石英 ・ 正 長石 より 成り , GBH (75~85%) は 
BR ERG: SRA (Any) より 成る 。 こ の 様 に 石 其 の 花 章 岩 質 で ある の に 閣 唱 の 斜 
長石 は 著しく 石灰 質 で 且つ 角 関 石 を も 含み , 分 析 値 で は CaO の 量 が 多い 。 

(ii) 花岡 較 緑 岩 に 導 移 し 洛 移 部 で は 同様 に 破砕 ・ 流 状 構 造 が 認め ちら れる 。 

(iii) GRU VAY ORES CMBR IL RRB CHS 

(iv) DLEOMERKE 0 LOBSTER BE LUV OBIE, 恐らく 探り 出し に よる 
生成 と 思わ れる 。 


Ill B@R BOE HK 
第 2 ICAP RIC BRS ILE RES BA RICHES ON RBKE 
砂岩 中 に 見 られ る 。 N30°-60°E 走向 の 断層 に 切ら れ て いる が, Old 
囲 は 完全 に 変質 砂岩 に 包ま れ N20°*W 方 向 に 細長 い 形 状 を し て いる 。 草 


- ーー 
4 Lm i 1 


第 2 図 彰 長 石 の 産 状 Gd: 花 賠 図 緑 岩 , AB: WR Ss > we 


1) 松本 征夫 ・ 富 田 達 ; 地質 雑 58, 243, 1953 
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第 3 図 BRALMALORAS 
Ss: Da, q GK, ep: Mya ab: Re 


長 岩 と 砂岩 と の 境 は 一 般 に 明瞭 で 普通 2~5cm HOE 緑 灸 石 帯 が 形成 され 
て いる (第 3 図 )。 砂岩 と 花 賠 関 緑 岩 と の 境 は 明瞭 の こと も ある が 潤 移 的 
に 見 える 事 も あり , 後者 中 に 砂 占 の 捕 紅 せ られ て いる 事 が 多い 。 Ne 
は 草 長 石 の 班 状 変 唱 が 多く 生じ 岩石 は 淡 緑 色 征 ら 殆 ん と 完全 に 間 長 大 に 
RR 


IV. BR Sk ASSAORH 


(1) BR ince aka: 殆 ん ど 粒 状 の 曹長 石 の 集合 体 で 他 に 少量 に 石 
ORR RRR Day F97 YG RR - 磁 鉄 鉄 等 を 伴う 。 代表 的 岩石 の 鉱 
物 組 成 は 曹長 石 89.82%, 石英 2.379%, GYR 6.61%, SyeBI. 20% で ある 。 細い 
網目 状 の 割 目 が 発達 し この 割 中 こ 沿い 鉄 物 ) ま 細 粒状 化し て いる 。 

aie An, で 0.03~0.1m1a の 大 さ を 連 し , Er 0.3~0.6mm KOPERE 
HOE END o MUERTE CSR, アル バイ ィ b ARI EM AO YLOOAC C HB 
BTU Rep 構造 は 全く 認め られ な い 。 波動 消 光 を 成す も の が 多く , SLE RELI OR 
曲 せ る も の が ある 。 

BRST BRE FE LEOMAD OM, 部 分 に より 10% に 達する 事 が あ Bo MHZ 
D7 — MARY 脈 状 を 成 し , WRAPS ABRLIR & PRL CALS され る 事 も ある 。 波動 消 光 を 
ASUS 

PRA ATLAS AIR, 』 BRR RL 不 規則 集合 体 を 成す 。 GRAZE ROR 
規則 集合 体 が 散 点 する 。 共に 砂岩 に 援 す る 部 に 多 BRE EE Bio 


の A 
Ape eye 
Bret 


AW 
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(2) BRELUS t ORR FALE RROD. LY RY LOMA RE Z LW 
BRB ATS CNW OMBIEMA LEO LATHROW RG BEBE D 
So LMROBRARUBEMDNS 6 ue 

(3) BABS 緑色 塊状 の 岩石 で ある 。 殆 ん ど 完 全 に 再 結 品 し て いる 事 が 多い が , B 
々 鏡 下 に 元 の 砕 局 構造 の 残存 し て いる も の が 認め られ る 。 BAO OUISA EMERO 

"石英 ・ 草 長石 ・ 緑 灸 石 ・ 緑 泥 石 より 成り , NE ORMOBMH BKOMS CLITR 

DRS. BRAMALL CHALE ~ 白色 の 脈 状 集 合体 を 成 し , 石英 は 細 粒 状 集 合体 
CHICK EWEERE BLEOBILBAD 50% に 達する 事 も る ある 。 石英 ・ 方 解 石 ・ 緑 焦 
石 脈 を 伴う が 緑 艇 石 脈 は 方 解 石 脈 に , RIA BRI ICE DHS» 

砕 層 構造 の 残存 せる も の は 濃緑 色 で 完 品 質 の も の に 比 し 緑 泥 石 量 が 著しく 多く , MF 
長石 量 が 著しく 少 い 。 

(4) BEETERKBRSEORRM liao sents ers 
BP CULAAEZaCHBREILL CUS. MEA RREO RBM LY BY 
た め 岩 石 も 淡 緑色 に な つた り 淡 紅色 に な つた りす る 。 展 々 小さ い 濃 緑色 部 が 含ま ape 
これ は 殆 ん ど 緑 泥 石 と 砕 層状 右 英 と より 成り 砂岩 の 残存 物 と 思わ れる 。 TMPIR Ec 
は 草 長 石化 せら れ た 砂岩 の 小 挿 獲 体 が 多く 含ま れる 5 ぅ 5 

(5) TemBIS 既 述 の 花 届 関 緑 岩 と 性 状 は 同一 で ある が 変質 が が 著しく , SEORE 
石 ・ 緑 鐘 石 を 含み 伏 長 石 は 絹 雲 母 化 が 著しい 。 MRAKILIRKOY OBS LEPKS 
格 村 右 が 含ま れる が 周縁 部 は 大 抵 緑 泥 石 化し て いる 。 岩石 に は 四 度 の 破砕 構造 が 認め ら 
れる 。 方 解 石 脈 を 伴う 事 も ある 。 


V. BRAOKED 


LROBERREBAZMERSL PRATER CREWE & OFF 
DRAWER LE DEAMIC KO ZARANEAIC EL ZERML BZ NSS HM 
ち 

(1) 電 長 岩 は 変質 砂岩 中 に 見 られ る 特異 な 産 状 よ り , 岩 此 源 の る の と は 
考え られ な い 。 

(2) 変質 砂岩 は 度々 砕 訂 構造 の 残存 し て いる 点 か ら 凝 灰 質 砂岩 より 談 成 
し た 事 は 有明 か で ある 。 鏡 下 の 和 観察 で は 再 結 品 化 の 進む に つれ て 次 第 に 昔 長 
大 化 が 著しく な り , 完 上 品質 の も の で は 相当 量 の 電 長 石 が 含ま れ , 分 析 値 に 
も 可 成 の Na,O が 検出 され る 。 従 つて 砂岩 の 再 結 唱 作 用 は その 昔 長石 
化 と 密接 な 関係 の ある 事 が 判る 。 化 学 成 分 と 示さ きれ る 様 に 凝 a 
は Na,O, Al。0。 の 量 は 少 い の で , これ ら の 成分 は 周囲 の 花 答 較 緑 岩 
供給 せら れ た も の と 療 を られ る 。 : 

(3) 既 述 の 如く 花 賠 関 緑 岩 は 一 般 に その 周辺 岩 体 及び 捕獲 岩 体 に 対し 可 
成り 著しい 草 長 右 化 を 与 を , 当 変 質 砂 岩 の 周 線 部 に も 著しく 草 長 岩 化 が 行 

われ て いる の で (2) の 参 療 は 妥当 で ある ど と 老 を られ る 。 
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第 3 表 曹長 岩 及 関係 岩石 の 化学 成分 


1 2 3 | 4 5 
SiO, 66.30 66.38 69.50 64.66 63.50 
TiO, | 0.11 0.14 0.43 0.62 0.43 
Al,O3 19.48 20.38 14.83 12.54 16.63 
FeO. 0.74 1.14 1.22 2.26 1.57 
FeO 0.67 0.41 2.74 | 5.34 3.86 
MnO 0.04 tr: 0.07 | 0.67 0.11 
MgO 0.39 0.43 67 | SAT 2.09 
CaO shale 1.31 1.94 | 3.63 2.09 
Na,O 10.02 9.33 6.41 | 1.90 3.68 
K,0 0.12 0.14 0.19 0.23 2.58 
P,O — — = = = 
wor} | 8] OR] OR) aah] at 
H,O(-) 0.13 i 
Total 100.19 | 100.55 100.84 101.55 | 100.50 


1. BRae 分 析 者 : 花岡 完 

2. 曹長 岩 (石英 令 有 の 多い も の ) 分 析 者 : 花岡 完 

3. 変質 砂岩 ( 完 品 質 の も の ) 分 析 者 : 花岡 完 

+. Kawa 分 析 者 : 花岡 完 

5. 花 賠 因縁 岩 (変質 砂岩 に 近接 する 部 分 ) 分 析 者 : 花岡 完 


(4) 変質 砂岩 中 の 昔 長 石 は 属 々 脈 状 叉 不 規則 な 集合 体 を 成 し , この 部 で 
は 有色 鉄 物 も 極め あめ て 少く な つて いる 。 従 つて 曹長 岩 の 生 成 は 其 か る 変質 砂 
岩内 に お ける 変成 分 化 作 用 た にょ る も の と 思わ れる 。 

(5) 曹長 岩 中 に 見 られ る 鉱物 片 の 屈曲 , 波動 消 光 等 の 現象 は 曹長 岩 が 花 
同 際 緑 岩 と 同じ く 構 造 運 動 中 応力 条件 下 に 生成 せら れ た 事 を 示す も の と 走 
Zz bNA, 

BSRCLORKAWS, 変質 砂岩 , BRA の 化学 成分 を 比較 する と 
後者 程 NagO, ALO。 は 増加 じ , Fe。0。, FeO, MgO, "CaO7 等 は 減少 リ 
て いる 。 即ち 変質 砂岩 より 草 長 内 の 生成 に 際 し て は 後者 中 に 7 Nag0, Al, 
0O。 が 集中 し Fe,O0。, FeO, MgO, CaO が 除去 せら れ た と 解釈 され る 。 
LEAMA PILL SiO, の 量 が 著しく 多く 鏡 下 で も 多量 の 石英 が 認め られ 
So これ ら の SiO. は 曹長 岩 生 成 に 件 い 変 質 砂 岩 中 に 集 つ た る の で , その 
一 部 は 化 賠 隊 緑 岩 よ り 供 給 せ られ た と 考 を られ る 。 谷 変 質 砂 岩 は 凝 灰 質 砂 
岩 よ り Fe,O;, FeO, MgO, CaO 等 の 成分 が 減少 し て いる 。 又 前 考 に 接 
SD Tena ica IC Ut Ae bi RS ARABIC LGR ORE READS 
含ま れ て いる 。 EMO ARE AN BRODIE Ie AER EREM EO 
分 の 比較 は 出来 な いけ れ ど , CHRIS PE 5 BE PERICE SLO 
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で , 変質 砂岩 より 除去 せら れ た 以上 の Fes, FeO, MgO, CaO cor 
分 が 花 庫 関 緑 岩 中 に 附 加 せら れ た も の と 思わ れる 。 


VI. 結 論 


DLE ORC 8 ia OE RIE RSE ARI © UK RICE ADE b 
の 間 の 交代 作 用 に ょ り , 砂岩 に 対す る Na,O, Al,O;, SiO, の 附 加 と 砂 
“a <9) MgO, Fe,0。, FeO, CaO 等 の 除去 が あり , 同時 に 砂岩 内 部 に お 
ける 変成 分 化 作 用 に ょ り Na.O, AlO, が 濃 集 し て 形成 され た も の と 開 
を られ る 。 何 この 交代 作用 に ょ る 鉱物 相 は 緑色 片岩 相 に 属す Sh OCS 


a 
vie) 


Cc Actinolite  F 


第 4 BY 曹長 岩 類 の ACF Diagram 
@ 北海 道産 昔 長 岩 類 O 出 薬 産 草 長 岩 及び 淫 灰 質 砂 岩 
(番号 は 分 析 値 容 料 番号 に 同じ ) 


次 に 当地 産 曹長 岩 , 変質 砂岩 及び 鈴木 醒 " に ょ よる 北海 道産 草 長 岩 の 成 分 
を ACF diagram 上 に 表示 し た (第 4 図 )。 両 者 の 産 状 は 可 成 り 異 り , 点 
ふ ゃ それ 程 集 中 し な い が , 大 体 muscovite-epidote-chlorite-chloritoid た 


より 囲ま れる 域内 に 人 る 。 


1) 鈴木 BE; HHK, 23, 65~80, 120~142, 昭 15 


/ 
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7S SSH) ERAT ICE MS SEA OL て * 
Vermiculite from Ononii-machi, Fukushima Prefecture. 
= & Bf 38** (Miyoji Sambonsugi) 


- Abstract : The vermiculite occured in neighbours of Ononii-machi, 
Fukushima Prefecture was produced by alteration of the biotite, one of 
the constituent minerals of hornblende-biotite-granite. The vermiculite 
has-a characteristic features to compare with foreign one. Namely SiQ,, 
Fe,O, and CaO are much more contents. But MgO and H,O are very 
little. This vermiculite was produced by metamorphism of biotite that 
FeO changes to Fe,O, and it caught a large quantity of the secondary 
water of crystallization. 


1. && 言 


#84q (vermiculite) は 圭 母 属 の 鉱物 で 多く は hydrated-silicates で あつ て , 部 分 的 
に は 緑 泥 石 類 に 密接 に 類似 し て いる 。 けれ どる も その 化学 成分 は 相当 広い も の が 含ま れ て 
WS (1#)o 

EIR BIOERZA group と し て 取扱 われ て いる も の に は jefferisite, vermiculite, 
culsagelite, kerrite, lennilite, hallite, philadelphite, vaalite, macconite, dudleyite, 
pyrosclerite 421) HA, 

MLC, INE OMAMOS SIO CNOBT SMEWERRUCSHERS, if 
大 性 , 耐震 性 , 防 温 性 , 保温 性 等 の 特性 が 認め られ 軽量 面 火 建 築 材 と し て 注目 せら れる 
BOR) 我が国 に 於 て も 之 が 面 火 建 築 材 と し て , BEAR SNSKB HD 
で ある が , 之 が 産 状 並び に その 性 質 等 に つい て は 研究 され た も の な く , TERA EBA! 
られ な か つた 。 西 し て これ が 熱 学 的 性 質 に つい て は 神津 令 話 博士 等 に ょ つて 行わ れ た 
に 過ぎ な い 。 , 

筆者 は 1950 年 以来 , 日 本 で 最も 早く か ら 開 発 す ら れ て いた 福島 県 小野 新町 附近 に 産 
Hits SIRO AICHE LL, 今日 に 及 ん だ が , 一席 の 結果 が 得 ら れ た の で , その 概略 を 
報告 する 。 

この 研究 は 福島 県 地下 容 源 開 発 研究 会 の 仕事 と し て と りあ ぁ あげ, その 研究 費 の 一 部 は , 
同 会 長 自 石 正明 氏 の 寄附 に より , 叉 その 一 部 は 文部 省 自然 科学 研究 費 よ ょ り 人 仰い だ 。 ここ 


* 本 論 区 を 故 白 石 正明 氏 の 填 に 捧ぐ 。 

** 福島 大 学 学芸 学部 地学 教 密 の 

1) Dana’s System of Mineralogy. 664~668, 1915 
2) Wao -As FAP DA ) (AB) 1948 437 BS 
3) REM ; 造 岩 夏物 論 p. 64 (岩波 講座 ) 


ae ee cae 77 


に 明記 し て 感謝 の 意 を 表す る 。 ARSC IB ALTRI AM PC Br BE BUS 
地学 教室 の 各位 に 対し 深 基 な る 謝意 を 表す ずる 。 


2 位置 RU 
小野 新町 附近 に 産 す る 蜂 石 地帯 は 阿武 隈 山地 の 中 央 に 位 す る 。 MARRS, 小野 新町 駅 
より 下車 , 約 20 分 に し て 探 掘 現場 に 達する こと が 出来 る 。 
3. FAO BB = 


この 地域 は , BAA, BEERS CHS, Brick vy RES meE mY, 或 は 
AR ABESe teeta o(@1l 図 参 照 )。 ML CLINbO¢maeeoOmeeMsRa 40 
m に 及ぶ 著しく 風化 し て いる zone が 存在 し て いる 。 証し て その 風化 の 状態 を 観 鶴 す 


Wat games <tuaet ty tge ee eat oe 
gost tine te se eee 
GA + + 4 99 
oh see ead we oop + + で 
| a Ve Si EA Se Ss EN 
\ i y ’ a) Ont es 
See St Du b pear A \ ee 
18 t+ +44 4 Ons +08 Ng Mo 4 
\ SE) ape alee eK too) CO EN 
\ (KI110) es eke 
Sirs tot ot city a oo See + 
を Be oF < 
et daa tee ee © (hid) tO 2? Oe 
Ste Seed eet HO firvo2) 4 Kb) _% Zi ee = OS 
: 3 at pe toa 
Peet preset Os AN RS PN 
moi es ere (K/07) px 
67 Fiat cm) + Ft + + (FF) seotmsne : 
CUES SRT ie aie ca aes ae ae Ge aT 200m 


3 s, 
244 A, ee ea 


る に , BERGKMINBE ODA SRR RS LA AOR TC, Baek 
物 の み が 閉 し く 変 質 し て いる こと が わか る 。 REN5 OM LES Ela a PICK e 7 
て , これ ら の 風化 作用 に 抵抗 し て 残存 し た 部 分 が 認め ちら れる が , その 大 き さ は 不定 に し 
て 20~30cm grb 1~83m に 及ぶ 直径 の も の まで 存在 する 。 こ の 様 な 状態 は あぁ まり 他 の 
地方 に 於 て は 認め られ な い 。 これ は 恐らく 後に 述べ る 原因 に よる 風化 作用 並び に 自己 変 
成 作 用 の た め に 生成 せら れ た も の と 思わ れる 。 

HeRAREORRAM BOAMA BES Be SRA ERA Fk Wl 
Eh, BG BREE, これ ら 主 要 構 成 鉱物 の 光学 的 性 質 は 次 の 通り で ある 。 

BSS AERIS L CHRP RKHET SZ. COBMMARL CUBA EKT 
Bo Mi L CEOFEKSHE ENS BRICK Ck 20% (Balt) を 越え る も の が ある 。 
WB OFLET SILO CORA D BULA AEA TO SOT, SA 蜂 石 に 類似 
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第 1 x Chemical analyses of vermiculite-group. | 


G SiO, Al,O, | Fe,O, FeO 
JEFFRISITE 
1. West Chester 37.10 17.57 10.54 1.26 
OP, 33.35 17.78 7.32 2.11 
262 tae 34.40 16.63 8.00 2.11 
eee 9 34.20 16.58 7.41 ii 
CULSAGELITE 
5. 33.93 17.38 5.42 0.52 
6. 33.77 17.56 5.61 0.50 
Ys 37/37 19.90 5.95 0.58 
8. Pelhamite 216 41.27 15.19 4.14 pa 
VERMICULITE 35.74 16.42 10.02 
KERRITE 
de 33.29 11.41 1.95 0.32 
2. | 38.13 11.22 2.28 0.18 
LUCASITE | 
jl 39.81 12.99 5.29 0:11 
2. 41.17 13.43 5.47 0.11 
LENNILITE 
la. Krems | 35.83 12.39 2297, 2.35 
tbe ton | 38.88 13.45 3.22 2.55 
2. 38.03 12.93 7.02 0.50 
3 | 36.72 10.08 5.37 0.12 
4. | 35.09 12.05 6.67 0.11 
Fe 34.90 10.60 8.57 0.22 
HALLITE | 
1. Green | 2.40 35.89 7.45 8.78 ets 
2. Yellow 2.40 35.26 7.58 9.68 0.32 
3. Blue green | 35.54 9.74 9.07 0.28 
PHILADELPHITE 
1. 2.87 38.79 14.78 20.30 2.04 
2. 2.80 35.73 15.77 19.46 2.18 
PROTOVERMICULITE | 
1. Magnet. Cove | 33.28 14.88 6.36 0.57 
BOs) | 34.03 14.49 7.71 0.14 
3. Henderson Co. 38.18 14.02 13.02 Dev? 
(Na,0) 
VAALITE (1) 40.83 9.80 6.84 0.67 
MACONITE (1) 2.83 34.22 21.53 12.41 0.32 
DUDLEYITE 32.42 28.42 4.99 1.72 
PYROSCLERITE 
1. Elba 2.74 37.03 13.50 1.43 3.52 
2. Bare Hill, Md. 2.56 35.99 9.52 5.35 1.08 
ROSEITE | 35.38 | 30.30 | 
WILLCOXITE 
1. Shooting Creek. 28.96 37.49 1.26 2.44 
Dip Cullakenee M. 29.50 37.56 1.40 2.38 


oe) 


MgO H,O CaO K,O その 他 Total 
19.65 13.76 0.56 0.43 100.87 
19.26 19.87 99.69 
19.30 19.03 99.47 
20.41 21.14 100.87 
23.43 19.17 (NiO) 0.35 100.18 
22.48 | 20.30 100.22 
25.26 11.09 100.15 
28.25 11.32 100.17 
27.44 10.30 99.94 
| 

26.40 | 21.25 (Ni,Co) 00.25 99.87 
27.39 20.47 (NiO) 0.48 100.15 
24.83 10.76 0.14 5.76 0.59 100.48 
25.68 722 0.14 5.96 0.56 | 100.00 
26.33 19.60 0.42 a 99,89 
28.57 | 12.75 0.45 ee 99.87 
29.64 | 11.68 = 99.80 
29.40 L777 — | (MnO) 0.51 |(Cr,0,) 0.26 100.39 
27.62 16.90 tr n. 047 7» 0.46 99.95 
28.21 16.47 2 » 0.36 Os 99.66 
31.45 14.33 | (MnO) — 0.46 99.49 
31.51 14.78 2 tr. 0.61 99.74 
30.05 | 14.78 Hes DA) cas 99.87 — 
11.40 4.27 1.03 6.75 | (Na,O) 0.77 100.13 
11.56 4.34 1.46 6.81 3.05 100.36 
21.52 23.90 i = 100.51 
20.89 | 21.19 1,88 = 0.09 100.42 
14.62 10.52 0.23 5.88 2.06 100.75 
31.34 9.72 99.20 
14.46 11.85 |(Na,O) 0.51 5.70 |(Ni,Co)O 0.12 101.12 
16.87 13.43 0.56 1.71 100.12 
31.62 11.00 98.10 
32.94 14.60 0.41 99.89 
14.66 19.88 100.32 
Poe ie - eee 
17:35 4.00 2.46 (Na20) 6.73 100.69 
17.20 3.32 2.42 ODA 100.02 
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SBD ER Se 


し 黄 福 色 を 帯 ぶ る 部 分 が あぁ ある が 大 部 分 は 漆黒 色 を 量 す る 。 


ZB fe} 
屈折 率 ( 浸 液 法 に よ つ て 測定 ) は 次 の 通り で ある 。 


隆 が 著しく , ZR, Y=, X 全 淡 黄 色 , 吸収 色 Z>Y>X 
@2=1.590, B==1.654, y=1.672 


AM: UC TAK, BUuaFoh HER, RBS NS. IK BETA RU i 
BRAGS BCH ERED 72 OIC A BEES BL CW So 


AAA 多く は 
く は 双 上 品 を な す 。 


自 形 双 は 半 自 形 の 結晶 形 を 呈し , 時 々 融 僕 せる が 如き 形態 を 示す 。 多 


消 光 角 は CAZ’=7° で , 多 色 性 著しく , 2=eRe, Y=. X 三 黄 福 色 , 吸収 色 
Z>Y>X, 包 裏 物 に 風 信 子 鉄 が 見 られ る 。 結 品 の 一 部 は 緑色 化し て いる が 全体 と し て 神 


色 角 際 石 で ある 。 
RA 


LER ASE CRU RA-Mibt BT SLOBBW, 最大 対称 消 光 角 か ら 


推定 する と AbéioAnao 附近 の も の か ら ADVAN MITOIOE CHET So HRAL 
正 長 石 と の 接する 部 分 は myrmekite-structure #494, 


以上 


Rha Ch SANA 


BE HimeORRAICOWCRAROCHSRDM, PURELY 


HOH OMD OE eC HEL CBESAREMASAL (0) 黒雲 母 が 閉 し く 多 いこ と (20 
9% 以 上 存在 する )。(b) 又 黒 雲 玉 中 に は 著しく 包 桂 物 を 含有 する 。 そ の 主 な る も る の は 風 信 


第 2 図 The frequency curve of vermiculite grains. 
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Fo, tia, laa, tee 
石 等 が 認め ちら れる 。 風 信 子 
鉄 は その う も 最も aS <A 
DBA ULC, 0.12mm 
CEETSAODHD, UN5 
DASA TN MERE 
L> た め に 自己 変成 並 に 風 
化 を 促進 せしめ た も の と 思 
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jee ALITA Ze E 
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Elis DERE KE 
時 生成 され た も ゃ の で あぁ 
Do FEO TE OSA 
Phat LOCRE 
SRL So us 
蜂 右 の 分 布 は 不 均 一 で 


(3) K-115, (2) K-98,(3) K-106, 
(4) K-98”, (5) K-108, (6) K-99, 
(7) K21250 (8) SRE 1220 
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あつ て , BAMCLOCZLOSHESNELX#ZRVSS, SBHORMEOSA 
地 の 試 料 を 秋 別 けし て , 2mm. OE ee 
BID CHD 
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風化 分 解 が 非常 に よく 進ん で いる 
Vermiculite の 結 品 が 大 で ある 
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DUS BRIEO CWS 
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風化 は 相当 進ん で いる 
FAAS < 72S 
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日 本 蜂 石 工業 採掘 地 の 隣 接地 
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* 印 は 結晶 粒 の 測定 を 行 つ た も Do 


蜂 石 は 比較 的 大 
KM?) 


た ン ネ ル 附 近 
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MIKI LOCMANTSEOL<, REF 


BICSRAaNCUHSZECS 


(HEED. 22.8% に 達する が 少な い 部 分 は 1% VLE CHS. MUCH 
の 富 鍼 部 の 配 烈 方 向 は 南北 に し て 該 岩 石 中 に 存在 する 包 裏 物 の 配列 の 方 向 


で る 6 


5. BA OKE 


BDKSORAIIFGRUOKMO fia BR 
る の で , な る べく 多数 の 場所 に つい て , MX 


RICtTBGF ict ESAs 
な る 試料 に つい て 測定 し 


第 3 図 3 
The frequency curve of vermiculite. tans wer [>a 
200 1 | 1.1 mm) 3.5mm) 2.5mm 
: 2 tes: 4.6 13.2 
Sel’: 4 | 3.0 
1300 4 | 1) 2.4 tea 
67-10 2.9 | 2.0 
Cam eee 0 4.1 2.9 
ae RS 4.8 3.0 
A 4.5 2.8 
0 Oe 18 3:8),0) 216 
= 10) £0 25. <8 
Ween 22.8 SS | 4.3 
oa 平均 | 1.8 SE 27 
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Length of c-axis in mm. 


T, ZPPBeH Leo WA 
定 は で HOAs (001) 


BM kc CHICE Ars 4 Fl 


Fe Os IR OS ORC, 
各回 共 100 個 を 単位 と し 
て 測定 し て その 平均 値 を 求 
Dk これ ら の 表 か ら ゃ も 明 
Dick 37 1~+38mm OF 
さき の も の が 多い (第 3 図 及 
Oss 3 ZR) « 


6. 拍 石 の 化 持 成 分 及び 物理 般 和 性質 


小野 新町 附近 に 産 す る 蜂 石 は 既に 述べ た ょ うに 黒雲 母 が 変質 し て 形成 さ 
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た も ゃ の で ある 。 然 る に 議 外 国 , 例え ば North Carolina? 及び Egypt?) 
(CES CHAERRSE LC SHE ALE R EAT <TH 4 RITA KL 
の 反応 に ょ つて 形成 せら れ た も の で , その 成因 は 著 し ぐ 異な つて いる 。 従 


つて 化学 成分 も 著しい 相違 を 示し て いる (第 4 表 参 照 )。 


“B4# Vermiculite の 化学 成分 
(1) (II) (IIT) 
SiO, 37.94wt. % 36.23wt. % 42. Alwet.% 
A1,0, 11.44 13.87 
ra | , Ne 
MgO 25.84 23.59 8.42 
CaO 0.01 1.54 10.31 
Na,O 0.01 n.d. n.d. 
20 0.05 n.d, n.d. 
H,O(—) 10.34 18.36 4.50 
H,O(+) 9.67 pe nde 
TiO, 0.50 n.d. ” 
Cos 0.02 ” ” 
PO; 0.02 ” ” 
NiO ' 0.10 ” ” 
MnO 0.20 2 TRO 
Total 100.28 100.30 98.45 


Locality (J) Yancey county, North Carolina, U.S.A. 

(I) Hafafit, Eastern Egypt. 

(J) Ononii—machi, Fukushima Pref. 

(]) Ruth. H. Stokes, Denver Chemical Laboratory, U.S. 
Geological Survey. : 

(I) The upper Egypt Mining Co. © 

(I) 福島 大 学 学芸 学部 化学 教室 


Analyst 


古 し て 小野 新町 産 の 敵 石 は 外国 産 の も の に 比 し て , (1) S10, が 多い , 
(2) FeO; が 閉 ぐ 多い 5 (3) CaO も 著しく 多い , (4) MgO 1kBL< & 
い , (5) H,O %$ 比 較 的 歩い …… 等 が 指摘 され る 9。 


1) J. Li'urence Kulp and Donald A. Brobst. : Notes on the dunite and the 
geochmistry of vermiculite at the Day Book dunite deposit, Yancey 
county, North Carolina., Econ. Geol. 49, 211-220, 1954. 

2) .M. S. Anin and M.S. Afia : Anthophyllite-vermiculite deposit of Hafafit, 
Eastern Desert, Egypt., Econ. Geol. 49, 317-327, 1954. 

3) H,O は 定量 し な か つた の で , 具体 的 数 字 を 指示 する こと が 出来 な い が , OD 
表 か ら 推 定 す る と 1.55% 以下 で あぁ る 。 西 し て これ は 普通 の 黒雲 母 に 比 し て 閉 し 
く 少 い 量 で ある 。 SEALE ANSZBEICK TC, この 成分 が 減少 され た の か る も 
知れ な い 。 
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itt L CORE ORMAOPERE BDz, North Carolina Miers Day Book dunite 
DERIVE ERO TH RMEU HAI pegmatite BHAL, その 際 , pegmatitic fluid 
と dunite と の 反応 の 結果 と し て anthophyllite, talc, enstatite, phlogopite 等 が 形 
成 さ れ た 。 ML CAMO Mg を 含有 する phlogopite が 風化 作用 の た め に 此 石 が 形成 さ 
れ た 。 証し て その 最大 の 深 さ は 約 40 feet で ぁ る 。 

叉 Egypt に 於 て は 蛇 紋 岩 塊 が が feldspar vein に よ ょ つて 切ら れ て いる 。 そ れ ら の 両側 
に 蜂 石 と 直 関 石 が 生成 せら れ て いる 。 CNS BRB S tC RES ARLE ORIG 
の 結果 形成 せら れ た も の で ある 。 従 つ て 上 表 の 如き 化学 成分 上 に 相違 の ある こと が 理解 
され る 。 

物理 的 性 損 小野 新町 産 の 蜂 石 は 黒雲 母 の 談 成 し て 生成 せる も の で あぁ つて , 黒雲 坪 の 
漆黒 色 な る に 比 し て 黄 福 色 を 呈し て いる 。 CREB CHEB L CBS LT So 
ESPs ¢=1.590, B=1.666, y=1.673, y—%=9.083, 2V は 負 で 非常 た 小 で ある 。 

然るに 之 を 加熱 せ し む る と き は 黄金 色 に 変化 , 又 濃 硫酸 に て 処理 する と き は 百 色 半 透 
明 の 結晶 片 と な る 。 


7. SEROMPAIK FS HROMME 


蜂 石 は その 名 称 の 如く , これ を 加熱 する と き は CH HOARICBL < HE 
長 し , あたかも 蜂 の 運 動 す る が 如く で ある 。 西 し て その 伸長 の 速度 並び に 
その 伸長 の 割 谷 は 加 詩 の 温度 と 加熱 に 要する 時 間 に ょ つて 異 る 。 

100°C 位 の 低温 か ら 次 第 に 温度 を 高く する 場合 と に は, その 伸長 の 割合 は 
原 鉱物 の A~S 倍 程度 で ある が , 600°~700° ORRICK CRBC AIA L 

RBIS, 610 倍 の 伸長 を な すず す 。 これ ら に 要する 時 間 は 2-5 分 
程度 で ある 。 ! 

Sei Ars SIE OFFA 600 
個 に つい て 実験 し た 結果 , 平 
IRR O 7.3 he の 伸長 を 示 
し て いる 。 米 国産 の も の は 約 
15 FRC 膨 肛 する 実験 結果 が 
報告 され て いる が が, 小野 新町 
産 の も の は 約 そ の 半分 で ある 。 


特に 加 熟 試験 は 次 の 事項 を 

FED DIEWITITOK 5 
De (a) 蜂 石 の 熱処理 を 行う 場 
合 の 最適 温度 の 範囲 の 決定 


(b) 括 石 の 熱処理 に 療 け る 伸長 現象 の 機構 の 推 
(c) 黒雲 母 と 蜂 石 と の 熟 分 解 に 於 は る 変化 の 汰 態 の 比較 
(d) BAILFERORA OIG 
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AERBRAR 第 4 CRT At OR) 10 置 し て 測定 を 行 つ 
た 。 測定 用 試料 の 上 疑 石 は 0.75~08 Be fryx] (W) に 入れ , KE 
(B) を 釣 合 せ , その 後 炉 の 温度 を 次 第 に 上 昇 せ し め , その 時 の 試料 の 重量 
FE\G% AAP (B) に 備え を つけ られ た 鏡 (M) と 標 尺 (L) と Bees (T) を 
用 いて 読み と る 。 そ の 結果 は 第 5 RRO 6 表 (I, Il) の 如く で , こ 
れ ら を 第 S 図 に 掲げ る 。 


BSR 蜂 石 の 加 許 測定 第 6 表 READ Mele 
ーー ニル 
RE I A = 温 BE RT IN ya BE RAL 

30 225 | 470 90 TG ee RN ee 
50 215 | 480 88 
100 190 | 490 85 20 255 20 270 
120 175 | 500 85 50 255 50 260 
150 158 | 510 86 s0 255 £0 255 

i | 110 250 100 245 
9 5 8 

ite io eee on 150 245 | 150 | 240 
220 127 | 550 78 220 240 200 230 
240 125 | 560 78 250 236 || 230 230 
250 125 | 570 75 260 237 || 270 228 
= | 350 237 290 225 
270 122 | 580 77 5 3 
310 LiteON he? 380 240 || 350 232 
320 111 620 68 390 239 || 380 233 
340 108 | 620 65 400 240 || 400 235 
350 | 106 | 640 55 BOO A FA cal area al noes 
365 | 100-| 660 | 50 470 245 || 460 240 
370 | 103 | ‘670 48 500 245 500 249 
350 104 | GE0 45 550 245 550 244 
409 103 690 45 590 245 580 250 
420 100 | 700 45 S000 DU OU a DY 
430 102 | 720 45 OO ages EO glee 
445 95 750 45 680 250 || 700 255 
450 5 iia WG). , 46 700 255 toe eg 
460 Ca ae 2 i 800 255 Hi. vel 


8. i RO R 白 

(a) BBO c 250°C 迄 は 直線 的 に 重量 が 減少 する 。 即 ち a-b OM 
分 で あぁ る 。 こ の 部 分 は 機械 的 に 吸 蔵 し て いる 水分 で ある と 考え る 。 250°C 
£9 550°C 迄 は 数 段 陀 に お わか れ て 水分 を 放出 する こと が 認め られ る 。"' 即 
% b-c-d-e で , この 部 分 に て は 比較 的 に 弱く 結合 し て いる 水 が 錠 開 面 の 
Ak DEOHIL TX SEDERIINGAS 

580°C~ 680°C の 間 に 於 て 急激 に 水 の 放 出 が 行 は れ (fs), この 期間 に 
於 で は 結晶 格子 面 と 結合 し て いた 水 の 分 子 が 一 時 的 に 気体 と な つて , 飛び 
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第 5 図 T-S-diagram. 


. ans (His 
sd a c (7) 
& 
SS 


aos 


Temperature in °C. 


(I) 24530, (11), (Il) Ww RBS (1) RU (I) で ある 。 


Hh Ot 4% bNGD, HEOTRUHA FT ZBAITIZ 580°C~680°C が 
RbM4CHSCLEMMDOSNS,. M 700°C MECH CBA EE 
な り 伸長 は 完了 し , 水分 を 充分 に 放出 じ て し まつ た 状態 を 示す 8 

(b) 黒雲 母 に つい て 然るに 疑 石 の 原 鉱 で ある 黒雲 母 に つい て は 250°C 
附近 迄 は 機械 的 に 結合 し て いる 水分 の み が 除 去 き され る こと は 蜂 石 の 場合 と 
同様 で ある 。 然 る に 300°C 附近 に 至 つ て 再び 重量 の 増加 を 示す に いた る 。 
これ は 黒雲 母 中 の 成分 FeO が 酸素 の 添加 に ょ っ て Fe,.0, OVICAES> 
る 為 め に 起 る 現象 で ある と 思 は れる 。 叉 加熱 を 完了 し た 試料 は 僅か に 伸び 
て 色調 は 蜂 石 に 似 た 状態 と な る 。 こ の 様 な 現象 は 蜂 大 化 作用 の 機構 の 一 端 
を 示す も の と 思 は れる 。 


9 RBA OKRRHES 
AN ERAT AY PAUL PES DRE O 母 岩 は 既 述 の 如く 角 関 石 一 黒雲 芋 一 花 章 岩 で ある が ボ が, こ 
の 成分 の 一 つ で ある 黒雲 坪 が 如何 な る 過程 に よ つ て 蜂 石 に な る か は 製 味 あ る 問題 で ある 。 
最も 一 般 的 に 考え られ る こと は 風化 作用 で ある 。 し か し この 地域 が 特に 著しく 地下 深く 
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まで , 風化 作用 が 行わ れ , 蜂 石 が 形成 され た こと に つい て は 更に 別 な 原因 を 考え な けれ 
ば な らち ない 。 前 に 母 岩 の 特質 に つい て 既に 述べ た よう に , この 岩石 を 形成 する 黒雲 母 は 
著しく 多量 の 風 信子 鉱 , 橋 石 等 の 包 裏 物 を 含有 し , 多 色 時 を 示す 。 こ れ ら の 事実 か ら 推 
定 し , 放射 性 能 の 存在 する こと が 考え られ る 。 此 の 花 賠 岩 の 六 入 時 期 に つい て は 明か で 
な い が , 少く と る も 百 李 紀 又は それ 以前 の も の で あろ う 。 MOLEGFSZE XUBLAOAR 
以来 現在 まで 極め て 長い 年 月 の 間 に 放 射 性 能 の た め に , 崩壊 作用 が 促進 され た で あろ う 
こと は 想像 に 難く な い 。 双 こ の 期間 に 於 CREM FeO が Fe 20 ICLAYEL, Bebe 
KORERRNADNRLLAGACH So LOCLOMEUU IC OMMEKL, 
Zao, aH Ore BNC a SPA CEASERS, CORBET S 
鉄 雲 挟 に つい て は FREE E LOCH SN, 同 博 士 は “ 鉄 雲母 中 の 鉄 は 多く は 
FeO と し て 存在 する 。 MULT Fe。O。 と し て 多量 に 存在 する 場合 は FeO の 酸化 せる る も 
の と 療 え る べき か 或 は 初生 の 成分 と し て 取扱 うべ さき さも の な る か , 余 等 は 未だ 克 分 断定 す 
る こと を 得 ざ る ゃ 本 雲母 は 極め て 容易 に 酸化 し 易 き も の な る か は 実験 上 知る こと を 得る 
を 以 て 本 雲 坪 の Fe,0O, に 富む は これ ら の 三次 作用 の 長年 月 に 豆 つ て 働き た だ る 結果 に 
非 ら ぐる か , 本 雲母 を 薄 片 と し て 顕 徴 鏡 下 に て 透過 光線 を 以 て 観る に , 新鮮 な る 部 分 は 

MAZDA D> 講 所 に 黄 緑 色 双 は 黄色 の 部 分 あり 。 こ れ は 座ら く 酸 化 に よる も の な る べ ベ 
Lo’ と 述べ て いる 。 BAAS CNEL MUO MRIC LOC, 形成 せら れ た も ので, BM 
国 に 見 られ る それ と は 異な る も の で ある 。 
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BEMBOORARAEA ORR 


A new corrective chart for inclination angles of the universal 
fo) 


stage measurement. 


= A BF PR fec* (Katsutoshi Uruno) 


fal 


Abstract : Fcr the purpose of improving the accuracy of inclination 
angle measurement on the universal stage and simplifying the procedure 
of its correction, a new chart is proposed. It is based cn the fact that 
whenever the differences between refractive indicies of crystals and glass 
hemispheres are same, the correction angle for the same inclination is 


approximaiely constant. 


fe S 4xewic4S (universal stage) の 測定 で は , 結晶 と 半球 の 屈折 率 
に , ある 程度 以上 の 差 が ある と き , 薄 片 の 傾斜 角 を 補正 を ね ば な ら な い 。 


q 
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その た め に 普通 “Fedorov の 図表 が 用 いら れ て いる が , WHORE 
を 0.1? 前 後 迄 高 あ た い 場 合 に と は 不適 当 で あり , また 連続 使用 に も ね わ ずら 
DLV > BHILKEKEZCRSROUMRYLAN KOC, © CERT 
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第 1 図 結晶 の 薄 片 と 半球 の 関係 


理論 と 作 園 いま 第 図 に 示し 
た よう に , BME dh OMS 
ガラ ス 半 球 の 屈折 率 を それ ぞ れ 
Dy» 1; &£L, MiPOROE 
折角 と 半球 中 の 入射 角 ( す な ね わ 
ち 薄 片 の 傾斜 角 の 測定 値 ) を そ 
HE HO 
間 に 次 の 関係 が ある 。 

N,SING,, = NSSIN KX --++0+ ++ (1) 


tied hb 


sing, =(n,/n,,)Ssine, = sing, 


—f{(n,—n,)/n,,}sine, +++ (2) 
結晶 と 半球 の 屈折 率 は 一 般 に 
14-18 で ある か ら , ーーN。 
A RR ALO 


bE る きい 6 なわ 2 nC ny OBER 


囲 内 で は (2) 式 の 


2 
(1, =N,)/Ny, DAE Peon 


化 は 比較 的 小さ 
Ue た か る っ で 人 補 = 
正 角 A= CA — Lp ab 

は Dm の 変化 に se 


が ねら ず 余り 大 2 


Dm の 変化 に よる 4 の 偏差 


aie BiG w UIs "e 
US Nally, Te 

=0.005 tLe ae 
合 , 4 OBO _ 0 


Nyy (EA WIG Ge 


20 PRO AO. SORES 


Inclination Angle a, 


1) Berek, M. : Mikroskopische Mineralbestimmung mit Hilfe der Univer- 


saldrehtischmethoden, s, 57, 1924. 
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第 3 図 儲 八角 補正 図表 
Q ° 
(4) age oy & 
9° で o Oey @ 
0 N 
S 
° } uae 
8 ue 
~— 
S 
7 | Nv 
| t 9d 
i ai leaps 
- a i Ls iP # © 
PH SH | : 
I コル hia me 
@ EH tH on ss re + a5 
ie a i Tot | ys i 
one BEER 7 iar ® 
調 ree + A Aare ip 
<I ーー ド | A 
HH 420] /arst/datd a ateratt tecaetes 
= 4 : : PAKS RE = 
S ロト トト AAT 4 3 
— ot Ad amas ar a7 HS 
oO ゴゴ アセ VIA, TAY i | 
2 ae = wea 0 Ta イイ a 
= SS - - -- - = 
S HH NA NA ae oh 
O ana sc a7acae_p eer dupaauer ceuscamenl 0 
3 Wr イレ 1 t : Ty ie alt y 
2° 4 Z, Le oP ance rt 
gm Z- a 
Es jes yx 7 | 
iv T T ; 4 
° i + ame 
CT a | =a 6 el 
{ gaes: ae S f 
ica! ii 
し tT T ty 
aa 5 | ゴロ | ma ra 
oO 10° 20° 30° 40° 50° 50 


Measured Inclination Angle (h,j/ 


ドド の OMICS «, を (2) KPOHAL, ZPoAER d AR 
め , 横 軸 と o,, MERIC 4 を と つて 描い た の が 第 2 図 で ある 。 又 お の お 
の x について, 4 個 の A の 平均 値 を 求め , 最大 偏差 の 平均 値 に 対す る 
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比率 を 出す と , 偏差 は 殆ど 10% 内 外 で ある 。 す な わ や ち 第 2 図 の 本 
の 曲線 を , 破線 で 示し た 1 本 で 代表 させ て を も , 補正 角 に は 大 し た 変化 を 
EU SRS Log 

OE: 


Hei hides, (2) 式 を 用 い min を 適当 だ 選び EMO 
値 に 近い 4 を 算出 し た 結果 を 第 1 表 に 示し た 。 こ の 数 値 を も と に し て で 近 
間 潜 で 曲線 を お ぎ な つた 図表 が 第 3 図 で ある 。 

M1 FEHRERAOH EE 


| 
nm —Ns| Nm | Ns [es SOUL OSIED ODSANIO DOU 405452 SO moo mn MC Om 
| 
0.95 |1.601.55 0.150.32|0.480.650.84 1.03|1.241.48|1.76 2.09| 2.48) 2.98 
0.10 |1.651.55 0.30/0.62/0.93|1.26'1.61'1.98)|2.39/2.87/3.38| 4.02) 4.69 5.58 
0.15 11.65 1.50 A 0.45'0.92]1.38|1.89,2.42 2.96|3.57|4.24|5.00| 5.86) 6.87; 8.10 
0.20 |1.70,1.50 0.581.19/1.80/2.44'3.12'3.82/4.59)5.44,6.42 7.48 8.74) 10.14 
0.25 1.75 1.50) 0.72|1.492.18 2.96 3.77|4.62 5.556.56|7.70 9.00) 10.43) 12.10 
0.30 1.801.50 10.84|1.69|2.55 3.44,4.385.38|6.457.64 8.92 10.35} 12.00} 13.99 


使用 法 測定 し た 結晶 と 半球 の 屈折 率 の 差 に 応じ て , 図表 か ら ! 本 の 曲 
線 を 選び , 次 に 薄 片 が 鏡 徐 に 垂直 な 位置 を 起点 0" と し て 表し た と き の 傾 
Alfa h, j (a, に 当る ) を 横 軸 上 に と り , これ に 対応 する 補正 角 4 を 読 
る 。 こ の 際 半 球 の 屈折 率 が 結晶 より 低い と き に は , A を 測定 値 か ら 引 ぎ , 
反対 の 場合 は 加 % る こと に する 。 

(fl) 屈折 率 1.557 の 半球 を 用 い , KRG (6=1.585) の X HO 
位 を 測定 し た と ころ , n=140.3°, h=48.8° の 値 を 々 た 。 屈折 率 の 差 は 
0.028 で ある が ら , 第 3 NC n,,—n,=0.03 の 曲線 を 選び , 之 と 横 軸 上 
48.8° に お ける 終 軸 へ の 平行 線 と の 交点 の 縦 座標 を 求め る と 1.2° CH 
る 。 半球 の 方 が 屈折 率 が 低い か ら , 48.8°—-1.2°=47.6° 示 求 め る h OFF 
正 値 と な る 。 

CTU 上 に 述べ た よう に , この 図表 の 適用 範囲 は 大 よそ 14-18 の 
屈折 率 の 結晶 と 半球 の 場合 に 限ら れ て いる が , 普通 の 造 岩 鉄 物 な ど は 大 部 
ZO DRA AIL RDO, 充分 使用 する こと が 出来 る 。 EKM—MMrS 
数 続け て 測定 する 場合 に は , 傾斜 角 の 如何 に か か わら ず , た だ 1 本 の 曲線 
を 用 いれ ば よい 利点 が ある 。 な お 本 研究 中 , MU Lit BH OWNS 
Hallimond が 発表 し て いる リ り と と を 知 つ た が , 残念 定 ら まだ 原状 に 接 す 
る 機会 が な い 。 、 ; 

終り に 種々 御 指 導 を 頂い た 大 礎 藩 一 教授 に お 礼 申 上 げ る 。 な お 本 研究 に 要 し た 費 
用 の 一 部 は 方 部 省 科 学研 究 乾 で よる も の で ある 。 


1) Hallimond, A.F. : Universal stage methods, Mining Mag., 83, 12~22 
77~80, 1950 5 
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7735, 起源 を 示す ジル コン Wyat., M. 
自 閑 岩 中 に 輝 和 太 し た Scottish 
{imate ROR, この 花 内 岩 の 多く は 
BRIR CHS, 或 る 地方 の mao 
触 部 附近 に は 花 悦 岩 化 作 用 の ある こと が 
判明 し た の で , 副 成 分 鉄 物 で ある VIIA 
ン を 調べ た と ころ , ジル コン は Heme 
で は 自民 で ; 方 Moine FH CIA 
VW6rELUtCH), 更に 混成 作用 を 受け 
Reims Cd, MRVBLEL, 特に 
stm 1b Lt Moine @yReP Clk, 再 
feral, 自 形 を 示す が , BORCOBE 
曲線 の 傾向 が 花 賠 岩 中 の る も の と 異な る の 
CKHBOX, PKC LT, YVIAYOP 
の 相違 か らち ら , その 起源 を 推察 する こと 
が 出来 た 。 (Am. Min., 39, 983~990, 
1954) (AB) 
7736, FBMMOWR (XVIII) 一 新 
Gal pavonite Nuffield, E. W. 

ボリ ビ マ ヤ ャ の Cerro Bonete か ら 産 し た 
alaskaite を , 六 線 粉末 写真 , ワイ ゼン ベ さ 
ル グ 写 真 等 で 調べ た 所 , 単位 格子 恒 数 が 
ay=13.35A, by=4.03, co=16.34, B= 
94°30’, 空間 群 じ C2/m OG THS x 
と が わか つた 。 本 鉱物 は PRE, BHI 
$k, aikinite 等 と 共生 し , RARE 
で は 強い 異 方 性 が あり, 偏光 に ょ つて 青 
色 或 は 福 色 を 時 する 。 HNO。 に よう つ 
Chae L RB. X RIED S D> 5 1b 
学 式 は Ag Bi。 Ss と 決定 され た 。 HEM 
位 格 子 は 4 分 子 か ら な り , 計算 に よ つ て 
求め た 比重 は 6.79 CHS. 録 物 名 は 区 
Peacock 教授 に 因む も の で , peacock 
DIF v# pavo より pavonite と 名 
付す けち られ た 。 (Am. Min., 39, 409~415, 
1954) [横山 〕 


Moine 


£k 
7737, Fi~xnVVOLRH Taaffeite. 
Anderson 8: Wa, PY 


Claringbull, G. F. 

Dublin の 宝石 学者 Taaffe が Ceylon 
DPORLARMO PIC, 赤 紫 色 で RAB 
に よく 似 た , 複 屈折 性 の 新 鉄 物 を 発見 し 
な だ 。 宣 さ は 0.28er & 0.17gr DO 2 価 
5G, eal Pee ieee G= 3.6135 6: 
—HPPE eC, ©=1.7230, €=1.7182, w— 
E€=0.0048, 吸収 スペ クト ル は 3820A に 
ARV tr Dd ZO DAC, X 線 で は 緑 の 
BIE ET So XMEARI LALA 
系 4)=5.72A, co= 18.38 CZeRHEEIX D48 
ーC6。2 で ある 。 MRICS 分 析 の 結果 
か ら 化 学 式 は BeiMg』Al O55 で He’ 
が Al の 一 部 を 置換 し て お り , RHEL 
金 緑 玉 の 中 間 物 と 見 られ る 。 (Min.Mag., 
29, 765~772, 1951) (2) 


7738, Pigbe2LeY hagendorfite 
Strunz, H. 


Hagendorf-Siid の ペグ マタ イト か ら 
産 し た ,・ 普通 角 図 石 様 の 緑 黒色 鉱物 の 分 
析 結 果 は Na,O 8.47, K,O 0.17, CzO 
1.68, MgO 0.66, MnO 18.50;. FeO 
15.44, Fe,O, 13.30, P.O; 42.26wt.% 
で その 化学 組成 は (Na, Ca) (Fe, Mir), 
(PO』\。 に 相当 し , 産地 に 因 ん で hagen- 
dorfite i と 名 づけ だ 。 こ : れ むれ は varulite 
(Na, Ca) (Mn, Fe), (PO』)2 & hihner- 
kobelite (Ca, Na) (Fe, Mn}, (PO,.5 系 
NO-BYNBT SDE ABH, X 線 
粉末 写真 に よる WF の 結果 これ を 確 め 
た 。 比重 3.71, BEBE 4.5, 多 色 性 強く 
@=1.739, B>1.74, y>1.74 GHB 
この ペグ マタ イト に は 多く の BSLWE 
Weve gk4n 産 す る が , hagendorfite は 
triphylin, wolfeite 等 と 共に 初生 的 な 
も の で ある 。 (Neues Jahrb. Monatsh., 
11, °262~255, 1954) (BAIN 


p10 ARBAB KES 


71739, DIASRWORR (XV) 一 
schroeckingerite, Hurlbut, C. S. 

ュ コタ 州 の Moab 及び アル ゼン チン の 
San {sidrs の 二 産 地 か ら 得 られ た , schroe- 
ckingerite Na.Ca;UO,(CO;'g SOF 
10H,O の 結晶 を 形態 学 的 及び X 線 的 に 
研究 し た 。 MGT, SAGAR, He 
ABE AL, {001} He CHOOT, 
{001}, {010}, {110}, {O14}, {012}, 
{O11}, {O21}, {041}, {118}, {114} 
{112}, {111} , 等 の 面 が 認め られ た 。 
単位 格子 恒 数 は do=9.69A, b)=16.83, 
p= エリ 26 革 補間 群 は GCmimmy bs 
ある co 光学 的 性 質 は 二 軸 性 負 で , X=c, 
Y=b で あぁ る が , Ts, 比重 等 は 両 産 
地 で わずか 異 る 。 ユタ 産 の 結 品 は c= 
A490 N37 = E38 ZV = ESY 
G=2.544 で ある 。 MAGE HMR CHE 
kt At 6HLO を 失い , 六方 見 系 と ど と な 
り , その 格子 恒 数 は ao=9.72A) co= 
11.03 に 変化 し Z=2, 光学 的 性 質 は 一 
還 性 負 で @= 1.581, €=1.532 と な る 。 
KEENE OSHC 20, 2.86 & OP 
(Am. Min., 39, 901~907, 1954) 【 横 山 〕 
7740, Yorkshire j= veatchite 
Sw a HR « Chalmers RI on. 
Phillips, R. 

北部 Yorkshire の Aislaby 附近 を 
ボー リマ ング 中 , 地表 下 約 4500 BRYCYS 
三 罰 系 の 下部 層 か ら , 針 状 乃 到 {010} 
に 選 平 な 微細 結晶 が 産出 し た 。 この 結 品 
VEBGEADS (010) に 完全 で , 条 線 が 発達 し 
無色 透明 で ある 。 比重 は REMC KOT 
WEL, 2.6 が 得 ら れ , 分 光 分 析 の 結果 , 
その 主 成分 は Sr と BB で あつ た 。 屈折 率 
Ys @=1.551, AE 553 = KCN 
37°, XN 線 粉 末 写 真 か な ら る も veatchite に 
同定 さき され, 微量 化学 分 析 を 行い 化学 式 は 
SrO-3B,0,-2H,O が 与え られ な た 。 (Min. 
Mag., 30, 389~392, 1954). て 横山) 


7741, Truscottite Dies Mackay, 
Aa Lin Taylor, tie ee 

英国 博物 館 の 試料 を 用 いて この 研究 を 
行 つ た 。 単 結晶 の X 線 的 研究 か ら , AW 
HR, 単位 格子 恒 数 co=9:72A, c= 
18.71 が 求め られ , 化学 分 株 から 化学 式 
ELT CaO-2Si0,-1/sH,0 Aeon, 
この 12 分 子 が 単位 格子 中 に 含ま れ て い 
So 叉 加熱 に よる 脱水 曲線 を 求め た 。 
870°C で 格子 は 完全 に 3 省 え る 950 マ 
1000°C で 廷 灰 石 が 生じ る 。 本 鉱物 は 
gyrolite LILA DSR MCHSA, ARO 
層状 構造 を 有する も の で あろ う 。 (Min. 
Mag., 30, 450~457, 1954) = (RELL) 


7742, Madagascar の 鐵 正 長石 
Coombs, D. S. 


Itrongay の miarolitic な ペグ マタ 
4 ica, KRA ER BAAS 
EPO CHT S こ は ぐ 色 の 正 長 石 は , 既 
に Lacroix, る 記載 し て いる が 化学 分 
AMICK Se, Al,O,; HBR COSLA 
われ る FesO, が 3.25% に 達し , FO 
濃 さ と 屈折 率 は この 鉄分 に 比例 する 。 RL 
光学 的 方 位 は 鉄分 に は 殆 ど 無 関係 で あり , 
光 軸 面 が (010」 に 垂直 で 光 軸 分 散 r>v, 
2Va =11.5~32.5° DYOL, OO0RE 
AFC V>Sr, 3~SIPDODERHAAR, 
1075°C で 160 REHEAT SL, いずれ る も 
光学 的 方 位 は 後者 に 等 し く な り , 2Ve は 
50.5~60.5° に な る 。X 線 に よる と , 加 
熱し た も の は Tuttle oMVRHI HEA 
に 相当 し , 最初 この 状態 で 品 出 し た る の 
DB, 鉄分 の 差 に よ つ て 種々 の 程度 に order 
SN CRERAM, 正 長 石 型 に な つた る も 
の と 思わ れる 。 (Min. Mag., 30, 409~ 
427, 1954) Ca) 
7743, BEBOBES (V)-ARBAR 
ADRABIE Gay, P. 

成分 が An70~100% の 10 価 の 試料 
VOUT, NK 線 で 加熱 に た よる 変 化 を 調べ 


i. 


# 


a #11 


た 。 化学 分 析 叉 は 光学 的 性 質 で 成分 を き 
め , それ に 用 いた 同じ 結晶 の 一 部 で , 
Weissenberg 写真 を と り , 更 に これ を , 柄 
MLL FOR OWE 3 昼夜 熱し て と つ 
た 写真 と 比較 し た 。 その 結果 co=14A 
の 原 灰 長石 型 (S), 閣 移 型 (D), 体 心 灰 長 
BEA) , 及 び co=7A OH RAM (DA) 
の 4 構造 が 認め られ , 灰 長 石 は 低温 で は 
S 「 型 が 最も 安定 で , An 分 が へ り 温 度 が 
上 る に つれ て , - 上 記 の 順に 安定 と な る こ 
& MMO, MS-D—A の 転移 は Cat? 
DH PEAR, A っ >bA は Si-Al 
disorder に よる も ゃ も ので, 前 者 の 転移 が 完 
了 し な いう ち は 起 ら な い 。 和仁 そ の 長石 の 
現在 の 状態 は 品 出 温度 だ け で な く , その 
FE DAV REPEC LOT 決定 され る も の で 
BS. (Min. Mag., 30, 428~438, 
1954) 字 留 野 〕 
7744, アイ ル ラ ンド B=KRBEPOS 
i-4kieD (1)— Antrim Ji] Garron 
高原 凶 FOF ARBORERE BABOD 
布 Walker, G.P.L. 

北ア イル ラン ド の 高原 玄武 岩 中 の tire 
類 の 分 布 と 品 癖 に 基 い て その 品 出 時 期 を 
論じ て いる 。 陸上 噴出 物 と 見 られ る 40 
へ 50 LOVE IENLK 100 万 年 の 休止 期 を 
挟ん だ 三 群 に 分 けら れ , 一 枚 毎 に 上 部 と 
下部 に ; 方 解 石 と 沸 石 で 広 た され た AME 
が 見 られ る 。 MAYADAS, 単純 な 
姜 面 体 か ら , ¢ を 軸 と する 双 品 に な り , 更 
ONO, EE AMDT, 一 見 
KAGE RT ILBAEO, 連続 的 な 5 つ 


\ 


の 型 に 分 ける と , (AR OWAUEIC 無関係 - 


に 規則 的 な 帯状 の 分 布 を し て いる 。 品 出 
順序 か ら 見 る と 後者 程 高 い 温度 (100°C 
DLE) CER LELEERL, FORE 
RIE BARKOLE £ NPS 上 に ある 。 
又 こ の 帯 は 断層 で 切ら れ て いる が , BH 
沸 石 に 次 いで 品 出 し た 方 沸 石 は 断層 後 の 
生成 を 示す 。 以上 の 事実 か ら 人 稚 方 沸 石 の 


anit, Ke eORMER Cd» 風化 の 時 
期 で も な く , 之 を 切る 岩 脈 等 の BWicko 
て 長石 が 沸 石 化す る 発熱 反応 が 始ま り , 
FAVE UC _ERL ORR Ze FAO AB ASAE 
CHE LL» その 終り 頃 に 断層 が 生じ た る も 
の と 考え られ る 。 (Min. Mag., 29, 773 
~791, 1951) C8) 
BBBRUKUE 
7745, Aberdeen Jil], Insch 火成岩 
{OD granite-diorite complex 
Sadashivaiah, M. S. 

Aberdeen }(® Insch FER AAO 
Airiistmeba Akawea Pies 
Bask 0 KS complex が 露出 する が 
これ 等 は 共に Insch Hepa kD 


に 導入 し た も の で あり , TMA RU 


隊 長 岩 質 岩 は 均質 な 岩 相 を 示し て いる が , 
関 緑 岩 質 岩 は 岩 相 変 化 が 甚だ し く , 塩基 
性 の 岩石 に 由来 する 捕 梓 岩 に 富ん で い 
Do BRR RICE MBS 関 長 岩 の 
PEM OTE LL, 又 こ れ の 逆 の 場合 も あり , 
これ 等 の 中 聞 相 が 見 られ る 。 図 緑 岩 は 
inclusion の 外 に 角 関 石 や 黒雲 母 の 小さ 
な knot に 富ん で いる 。 thle, FR 
緑 岩 , 石英 隊 緑 岩 中 の enclave, filmi 
中 に 於 ける 塩基 性 火成岩 の inclusion, 
tonalite ICH ZH aA? FIP A 
Eka Vi ABE ae 8 (OAT 
Wim sb Be RUNRBE 造 つ た 岩 
aR OS Se es A CEC よ ょ つて 生じ 
た も の で あり ; この 塩基 性 岩 は お そら さく 
Insch A(K ORR GEE a CHAD & Hes 
し て いる 。 (Geol. Mag., 61, 286~292, 
1954) (AE) 
7746, 3 Greenland, Skaergaard 
thiROZ Kk Sh ost L7- BRA Sie 
33 «Vincent, E. A. 

1935~36 年 の 英国 束 Greenland #2 


拡 12 BA MG RS sb 


fp L. R. Wager Ru W. A. Deer 
が Skaergaard 4 BA358 OD —/\ RR IE 
MT ABA eIROBA TICS REL 
た 。 40 個 の 中 大 半 は オフ ィ テ ィ ク 構造 
OMAR (MREESE > ORUS 
ま ぬ も の が あぁ ある) で, 此 等 は 全体 と し て 
東部 Greenland 海 早 の 平行 岩 脈 群 に 
摘 な る の で ある 。 LRLAFOD DIET 
ルカ リ 粗 粒 玄 武 岩 で , 揮発 成分 及び アル 
カリ に 富ん だ 分 別 岩 江 か ら 品 出し た 証拠 
BHSo その 噴出 は 後期 で ある 。 此 等 の 
RE RAMMERE RBI AY T NYE 
BN ABBE a PACT SRILA R Bo 
構造 及び 鉱物 組合 の 変化 か ら 成 因 的 系 統 
は 次 の 如く で ある (olivine dolerite と 
olivine free dolerites を P と する )。 


(1) P-felspar porphyritic dolerites, 
(2) P>quartzdolerites>alkali enrich 
quartz-dolerites 
(3) (a)P-soligoclase dolerites—+doler- 
itic camptonites (b) P-soligoclase 
dclerites +» camptonites -» leuco- 
camptonite (c) P-oligoclase doler- 
ites + camptonites + melanocratic 
camptonites—leuco-camptonite. 
NK SOIC AAT HD 5» = グリ の Q- 
LM 三角 図 に 投影 し , 上 の 順序 と 比較 し 
た 。 (CAO RARE RU 
DAYT WY RPERKZLWH, BLT 
ルカ リ ( 特 に カリ 分 ) に 富む 事 を 示す 。 し 
か ゃ も 両者 間 に 化学 成分 に 殆 ん ど 差 異 が な 
Wo 後者 は も つと IIRL Gad d LER 
的 低温 で 結晶 作用 を し た 結果 で ある 。 分 
列 結 品 作用 及び filter press の 作用 に ょ よ 
り 種 々 な 岩 型 の 成因 を 説明 する 事 は 野外 
に お ける 和 観察 , 岩石 学 的 記載 及び 化学 的 
事実 と 矛盾 し な い 。 (Q. J. G. $7109 
21~49, 1953) (Fie 
7747, Shiant Isles の Garbh 
Eilean SRpPDBRWA Murray, R. J. 


従来 不 飽 和 の や や アル カリ に と も む も む ER 
BPH SHAM AO tiie 作用 に つ 
WC, HBEDF—-F7 BEROKOG 
#2\i Shiant Isles の 岩石 中 か ら 10 
{i ONE & REL» 化学 分 析 及 び FOZ 
測定 を 行 つ た 。 その 母 岩 は 主 に Garbh 
Eilean BR #34 picrite, picro- 
dolerite, crinanite 及び その 中 の ペグ マ 
YH PRIZE TC, これ ら の 鉱物 組成 は 
DASA MSR ARA KR, 
方 沸 石 な ど で , COBBRL 各 岩 種 で そ 
れ ぞ れ 少 し づつ 異な つて いる 。 MSA 
の 化学 組成 を Ca-=Mg-Fe 三角 図 に 投影 
する 生き いずれ る Di-Hd ROMO, 
Ca は ほ ぽ 一定 で ある の に 対し , Mg の 
減少 と 共に Fe が 増加 し て ゆく 。 し か し 
ェ ヂ ル 石 分 子 は ほとん ど 増 加 し な いた る め , 
この 進化 の 方 向 は ferro-augite に むか 
Jo CNS CKRAILT AT か ん らん 石 よ 
り も あと に 出 た も の で , MBB に は 反応 
関係 は 存 し な い 。 両者 が 共存 する と き に 
は , か ん らん 石 の 方 が 単 斜 輝石 に 比 し ; 
Fe に より 富ん で いる 。 この 進化 径 路 を 
トレ イ 岩 質 マ グマ の 代表 で ある スケ ル ガ 
—FOBRAEARHOMDIRAD 進化 径 路 
と 比較 する と , か な り いち もち じ る し い 相 異 
が み ら れ , 特に ビジ オン 輝石 の みち れ な 
いこ と は 特徴 で ある 。 (Geol. Mag., 91, 
17~31. 1954) [AA] 
7748, FROHAOKRMBOWR 
XII. カル デラ Oftedahl, c. 

INYL—-O*A A — HF iz id, 
Baerum, Guitrevann, Sande KRU 
Drammen の 4 つの カル デラ バボ 存在 す 
る 。 そ の 大 き さ は 前 三 者 は 直径 12~15 
km, 最後 の 者 は 直径 7km. ZOKWE 
は 前 二 者 で は 2000~3000m, 後 二 考 で 


せ は "S600 へ ~150C6m に も 及ぶ も の と 推察 & 


れる 。 本 地方 の 地 史 を みる と , 先 カン ブ 
UTRORREOHS - DVT P—y 


yp 
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ルリ ア 紀 の 2000m に 及ぶ 堆積 岩 が 生じ , 
カレ ドミ = ニア 造山 作用 に より 銀 曲 し た の も ち も , 
三 潮 紀 初 め に 準 平 原 化 し た 。 この 平原 上 
に まず うす い 堆 積 岩 が で きた の ち , BE 
OAR LR これ は 下部 は 玄武 岩 
ey, bik rhcmb-porphyry (#f 
Bits) 峰 岩 流 か ら な り , 全体 の 厚 さ は 
2000~3000m に お よぶ 。 こ の 後 larvi- 
kite の バ ソ リス が 貫入 し , A5KRRE 


RIERA OAM SY 0 ARB 導入 し た 。 


CMRI EDS E LZN56ODVTI LEO 
EADBAZARE O72 Dlc, ほぼ RAB 
の 地域 が 大 規模 に 陥没 し て , カル デラ を 
つぐ つた 。 その 後 ふ た た び 関 長 岩 質 の マ 

TOL Bb EBL, 一 部 は eS 
Vit, 一 部 は 既存 の 数 層 に ZOCTHAL, 
ほぼ 円 形 の 環状 岩 脈 を つく つた 。 マグ マ 
溜 の 圧力 減少 の 原因 は いく つか 考え られ 
る が , その 中 で も る つと る も 確か らし い の は , 
他 よ り 上 蜂 の 容 易 な 部 分 に , マグマ が 移 
動 上 昇 し た た めで は な いか と 推定 され 
Bo ご の カル デジ は いす R= Glen Coe 
HOME DVF 7 CHB, (Skr. Norsk. 
Vid. Akad., I<M.-N. Kl. No: 3, 1~ 
108, 1953) Oe, 
7749, TiO,-SiO,#% R.C. DeVries, 
ie Roy, 28 Osborn, 

TiO,-SiO, 系 を 再 検討 し た と ころ , 共 
融 系 で ある が , 今 迄 に 研究 され た と ころ 
と は 異な り , TiO, 19~939。 の 広範 囲 
に わた り , 1780°+410° 以上 で は 三 液 相 
区 域 の 存在 する こと が 明か に され た 。 そ 
の 共 融 点 は TiO, 10.5%, 温度 は 1550° 
+4°C で ある 。 本 系 に あら われ る 録 物 は 
クリ スト バー ル 右 と 金 紅 石 の み で その 
屈折 率 は 測定 誤差 の 範囲 内 で 一 定 で あ 
Bo Ti-Si WEREOC UP TWEIK 
考え られ て いた が , 相 律 的 な 関係 や 光学 
的 デー タ か ら 検 対す る と , LEA 混 品 が 
存 し て も , その 系 囲 は きわ め て 僅か で あ 


る こと が 明か で ある 。 分 子 屈折 能 か ら , 
この 系 の ガラ ス の 中 で の Tit の 配 位 数 
2, 6 KOHAWIE MHC ANSZS 
(Trans. Brit. Ceram. Soc. 53, 525~ 
540, 1954) CAA] 


ーー 


7750, 周 相 に 於 ける 中 間 相 硫化 笠 塊 の 
生成 Rcess, V. 

2 っ の 硫化 鉄 物 例え ば Cu,S-Cus, 
CUIS SbIS Cu,S—As,s3, Cu,S—Pes 
等 が 相 接 し て いる 場合 , これ を 加熱 すれ 
ば 相 二 間 に 固 相反 応 を 起 し , その 接合 誠 
に 中 間 相 の 生成 を みる こと が 考え られ 
Do 本 論文 は この 現象 を 理論 及び 実験 の 
両面 か ら 老 察し た も の で , 著者 は 上 記 の 
鉱物 群 を 粉末 と し て これ を 固形 化 , 接合 
させ た 後 , 130°C 或 は 200°C で 24~ 
96 時 間 加 熱し , その 接合 部 に MEMO 
中 間 相 が 形成 され る の を 確 め て いる 。 こ 
れ ら の 現象 は 両 鉱物 中 の 金属 イオ ン の 固 
相 拡 散 , 即ち 同時 に 起 る 2 金属 イオ ン の 
相 元 交換 作用 と 解せ られ , 金属 イオ ン は 
硫黄 原子 の 綱 間 を ぬ つ て 行動 する も の と 
思わ れる 。 例え ば Cu,S-CuS の 場合 
Cu。S 側 よ り 8 箇 の Cut が CuS 側 に 
HLL, これ と 交換 に Cus 側 か ら は 4 
fid Cutt BUCS, HBSMrc Cry 
S, (digenite) が 生成 され る 。 か くし て 
出来 る 中 間 相 の 厚 さ (*) を Fick OK 
則 よ ょ より 求む れ ば =(2k も )1/2 な る 関係 
が 得 ら れる 。 こ れ は 一 定 温度 で 生成 され 
る 中 間 相 の 厚 さ が 加 有 熱 時 間 (t) の 平方 根 
と 次 線 的 な 関係 を 示す こと を 物語 つて 居 
り , 著者 の 実験 結果 と よく 一 致し て いる 。 
上 有 述 の 様 な 現象 は か な り の 低温 で も 生じ 
得 , 鉱床 が 地下 深 所 で 加熱 され る 場合 
鉄 床 より 後期 の 火成岩 の 痢 和信 や , BYRD 
導入 に よ ょ る 和 許 作 用 を 蒙 る 様 な 場合 に も 生 


pl WE UR OS a 


NN 


じ る 可能 性 が 強く この よう な 点 は 今後 
さら に 研究 を 必要 と する が , 少な く と も 
鉱石 の 成因 上 一 広 は 注意 すべ き 現象 と か 
ん が えら れる 。 (Econ. Geol., 49, 
734~752, 1953) (CEA) 
7751, Idaho Ji], Coeur d, Alene 地 
方 の Silver Summit #HWlcs/t S23 
バル ト 及 び ニ ツケ ルル の 彦 駄 Fryklund, 
V.C., Huntchinson, M.W. 
GK OSKPR IS A A OL re 前 カン ブ 
リマ 紀 St. Regis REBt ak FSH 
WRC, これ は 淡色 に 涯 自 化 作用 を 蒙 つ た 
Ra é ze) N45°W ices, 西南 に 急 
lL, FIC AROAMMIK e FE, Dao 
物 と し て は 次 鉄鉱 , ARG, BALA, 
Bich = Y 7 VG (gersdorffite), pu Ze 
Sh PIR, 石英 等 で , 略 々 この 順序 に 
anit L, これ ら の 間 に は 交代 組織 や 細 脈 
状 乃 至 網 状 組織 が み ら れ , 数 回 の S(EVE 
IBBASNSo 石英 は 時 に 上 品 洞 を な 
し , その 中 に REA, WO i WHA SK, 
polybasite 及び 葵 鉄 鉄 等 を 産 し , また 
鉄 脈 中 に は 稀 に 方 鉛 鉄 磁 硫 鉄 鉄 , 重 品 
有る を 伴 な い , 母 岩 中 に は 時 に EAL BK 
が みな られ る 。 含 = ツケ ル 及 び コバ ルト 鉄 
ME LOE _E at O Hitht= V7 VEKOA. 
で , これ は すべ て 含 四 面 安 鉛 鉄 々 脈 中 に 
存在 し , 反射 SIPC 1) Hitk= 
7 ル 鉄 は 四面 安 銅 鉄 に て 交代 され , 後者 
EY BMD SKIN HS OS, 2) BSE LK 
mutual boundary 式 の 共生 を な し , 前 
後 関係 は 不明 , 3) また 壮 鉄 鉄 中 に 自 形 
或 は 半 自 形 を な し て 産 す る こと が ある が 
CAVE TARR LE OFGHBS GAULHY ds CZ 
Wo し か し 上 記 の 事柄 よ り Wink = 77 2 
SKA AHA OBILE A KOC 生成 され た 
t BA CBR DEO DIS 
バル トト 鉱物 と し て erythrite (CoAs。O。 
‘8H,O), bieberite (CoSO,4-7H,O) が 
Abn, これ ら は 云う まで る 7 ¢ Hib 


ッ ケ ル 鉄 の 酸化 分 解 に よ つ て 生じ た も の 
と 解 さ れる 。 (Econ. Geol., 49, 753~ 
758, 1954) (BA) 
7752, =BHEERCKELS SSR 
USBESRHOR,. VYAY, ニ ツ ケル 及 
び コ バル ト の 分 布 Nickel, E.H. 

Ontario, Michipicoten 地方 の 片岩 に 
石英 一 灰 重石 脈 が 腺 胎 し , Keak, 方 
解 石 を 伴い , 母 岩 は 黄 鉄 鉄 に 富む 。 片岩 
PORE + RRRORMCILHE 関係 が 
あり , 後者 の 存在 する 所 で は BESIE 
A, FARO Cle A, FP 
EG Bo DUSMICKEO ROLNKBE 
成分 中 , Bee ci Co, Ni, Mn, 2= 
母 で は その 外 Fe を 比較 し た 。 黄 鉄 鉄 と 
黒雲 母 が 成因 上 関係 が あれ ば , これ ら は 
生成 時 に 物理 化学 的 平衡 状態 に な けれ 
ば な ら な い s Fe と Co OSA Ee, B 
雲母 中 で 黄 鉄 鉄 の 近く で は 減少 する 。 こ 
れ は 両者 闘 に 陽 イ オン の 移動 が あつ た た 
OCHS MMO Co, Ni, Mn OF 
々 の 比 は これ 等 三成 分 間 で 大 き な 違 い が 
bY); Co DEZOW EN 
ma Femi CSA TD OSKI EVES が 烈 し か つた 。 
その 親 硫 性 (sulphophile nature) は 
Coy Ni, Mn OMECHAS MoS & OF 
DIGROBICLOC, BOF 
F7ASEEIR TE LUCE OD a Fi ic BH Be 
与え る 事 も あり 得る 。 SS は O, LUG 
MSNA, 最大 の 分 極力 を 有する 陽 ィ 
ォ ン に 対し て 引力 は 最大 で あぁ る 。 BRO 
鹿 合 は 金属 二 硫 化物 の 金属 一 硫黄 の Fase 
か ら 得 られ , CoS,-2,33, NiS。-2.42, 
MnS,-2.59 で , Co が 最小 距離 で ある 。 
この 事 は Co-S 結合 が が 他 ょ より も も つと 英 
有 的 で ある 事 を 示す 。 即 も これ 等 の 
sulphophile nature は 金属 の 相対 的 分 
極 能 に より 説明 され る 。 この 様 に し てこ 
れ 等 黄 鉄 鉱 と 黒雲 母 の 間 に は 恐らく 上 成因 
的 関係 が ある 。 


iP 
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一 般 に は 母 岩 の 変質 は 鉱石 物質 を 伴う 
次 液 に よる と 考え られ て いる が , これ を 
この 場合 適用 する に は 硫化 物 に 必要 な 元 
FOREN CRE HM CBT. F 
理 的 仮定 と し て は 黄 鉄 鉄 の 金属 成分 は 少 
く と も その 一 部 は 母 岩 中 の 坦 酸 才 か らち も 
R5ESNREBKSBCHS,. BERL 
BRAOZMMBRORAIC, 原 堆積 岩 
の 組成 変化 又は S が 導入 され る 様 な 変化 
も 含め て 物理 化学 的 条件 の BAyeic kA 
酸 塩 鉱物 の 集合 変化 等 が 考え られ る 。 fa 
KEBRUKARY BL CHR LA 
RROMIR EB ABADBAO 問題 が 残る 
QS SEM rece, W, Mo は 検出 され な い 。 
実際 これ 等 は 未知 の 根源 か ら 相 当 の 距離 
を 経て , も た ら さ れ た と 思わ れる 。 し か 
し これ ら が 坦 酸 塩 中 に 存在 し て る も RAT 
る に は 余り に る も 微量 だ つた か る も 知れ な い 。 
RVSABVERIC ED W, Co 8 Fe ky 
先 に 逸 散 じじ, ore zone Mii MRxnEe 
る 区 域外 に 移動 し た か る も 知れ な い 。 実際 
鉱物 の 共生 関係 で は すべ て の W, Mo の 
鉱物 は 黄 鉄鉱 より 早い 上品 出 で ある 事 を 示 
UCESo (Am. Min., 39, 494~ 
503, 1954) 
7753, Sudbury に お ける 微量 成分 と 
Za(b(ERR + ORZIBM Stonehouse, H.B. 

Sudbury 地 KicBU4= V7 VER 
(LEER ERB BEM BD DN TTI 4b 
BEKMBOBRACR RL し て 知ら 
れ , BRANT h LR SINS 多く の 
研究 が お こ な わ れ て いる 。 GRRE 
ARGO, 特に その 護 縁 部 に 見 られ 
る 。 筆者 は 表題 の 如き 目的 の 導 に , BH 
CERES BO b> SKIS APE 
VBA Ds © TX ds SRRICS [Asa v7o 線上 に 
PML, その 微量 成分 を 求め た 。 FRE 
し て 分 光 分 析 に よ つ た が , 手段 及び 結果 
に 対し て 種々 の 吟味 を 加え られ て 局 る 。 
weagicit Ti, Mn, Ni, V, Co RU 


(oar) 


Ga が 研究 され , 他 に Cr, Ag, Cu 及び 


Zn の 柚 討 的 濃度 を 求め た 。 i は 平均 
2.500p.p.m. で ある が , 鉄 体 より 遠 ざ か 

る に つれ 減少 し , V も 平均 165p.p.m. 
で 同様 の 傾向 を 示す 。 し か る も 両者 は 共に 
濃度 の ビ ピーク を 同じ 所 に 示し , 密接 な 関 
連 性 を 有する 。 Mn (825p.p.m.), Ni 
(25p.p.m.), Cr は 共に 距離 と 共に 減 ず 
る 。 Ga は 平均 20p.p.m. CH), PERE 
に よる 大 き な 差 は な い 。 Co WRC ERIE 
帯 と の 関係 は な い 様 に 思わ れる 。 Cu は 
特別 な 信 向 を 示さ な い 。 Pb, Zn, Ag は 
極め て 局部 的 に 散在 し , 上 耳 つ その 値 も 不 
療 定 で ぁ る 。 二 上 般 に これ 等 の 変化 は 鉄 化 
帯 及 び 鉱 体 と 密接 な 関係 を 有 を し, ARTES 
の 証明 は され て な い が , MERMAID 
談 化 は 硫化 鉱物 の 鉄 化 作 用 の 位置 に 関連 
し た 作用 に より 引き お こさ れ , Bicwit 
作用 後に 現在 の 分 布 を BT ZICBORD 
で あろ う 。 又 試料 は 種々 の 部 分 か ら 取 
り , LRINTOMABMSES Ld AU 
程 で 生じ た も の で も な い に 拘 ら ず , 試料 
REM OD traverse で は それ 等 相互 間 に 
は 特別 な 差 は な い 。 叉 Mn と Ni OF 
ARE Ti/V の 比 が 一 定 で ある 事 は ) こ 
DAD E SN 7a O SRR REG 
に は 特に 重要 な 分 化 作 用 が な か つた 事 を 
RUGS (Am. Min., 39, 452~ 
474, 1954) [鈴木 ] 
7754, Ontario, Goudreau 地域 の 
PER {ETEAR Douglas, G.V. 

本 鉱床 は , PRPERAR UBER a OME 
(前 古生代 Keewatin age) っ > 東 質 泥岩 , 
PDE DOERR EVEN aU Beli a DM 
出 >Deré 系 岩石 の 堆積 > 竹山 運動 に 伴 
5 eth, 破砕 作用 っ 花 賠 岩 ) 花 賠 図 緑 岩 
類 の 人 痢 入 に 引 続 い て 生成 され た BRK ZX 
REG, これ ら の 関係 は , 1) 鉄 床 が 前 記 
IRIE a PH, 塩基 性 燃 岩 を EAE L 
Tote, fear Pic 0, 2) Paes 


$516 BA DRS & 


FER SN? to トレ 石 が 発達 し , 3) 上 
PAC BRA MONIC より 切ら れ て 
BY, BRAGA, 鉄 白 雲 石 は 母音 
中 に 広範 囲 に 観察 され , 4) SPICE 
URAC PROT ERR, 鏡 肌 が 観察 さ 
れ な い 等 の 事実 か ら 推 察 出 来る 。 従 つ て 
本 讐 床 は 従来 と な えら れ で きた 水 成 起源 
の も の で は な く , ER, KR, KRU 
PES & SAP RIRO LAC ES BOK 
BRL BONS (Econ. Geol., 49, 
310~316, 1954) CBs) 


I 


7755, Micro-facies (2£ 3¥It 
Fairbridge, R.W. 
HEME SETS LC BEI す る 方 潜 
k, BML Te CERWA, GEE 
& LCE 2 te ITO 研究 に の み 用 い 
られ た 。 又 善 通 の 堆積 岩 類 の 研究 は 主 と 
し て その 構成 鉱物 の 分 類 に 力 が 注 が れ , 
堆積 岸 の 堆積 中 に 発達 する 多く の 組織 的 
特徴 に つい て は , 余り 留意 され な か つ 
た 。 処 が 近年 薄 片 に よる 堆積 岩 類 の 研究 
が 多く の 石油 会 社 凍 に 取り 上 げ ら れ , + 
や 標準 的 対比 基 浴 と し て 用 いら れつ つ あ ぁ 
Do 即 も 堆積 岩 類 の 数 多く の 薄 Wr RYE 
Be DEE, 微 岩 相 を 示し て いる それ 
ら 堆 積 岩 類 の 特徴 的 fabrics” を 頭 徴 鏡 
下 で 観察 する の で ある 。Micro-facies と 
いう の は Cuvillier, J. OMmpARITHesV 
た も の で , LOLA ABABA 
を 指し て いる 。 肉眼 的 に 類似 し た “か お 
DS GAT, RE RIOT AM BA, こ 
DANA EOTCRANRNS , FIZ 
で の は うい に し て 認め EHN7° misro- 
facies (XKF MICH CIP SNBe d 
が ある 。 Sedimentary fabrics Tie 
的 PHOS” ARP Hon ZARA 
に つい て は 深く は 論じ られ な い が , RWS 


く eustatic movement. (海水 面 の 運動 ) 
に よる も の で あろ う 。 世界 的 に 一 様 性 を 
示す ある 地層 の 岩 相 特徴 は 座ら く 所 誤 
perageosyncline 地域 の よう な 所 に 現 わ 
NSZCHS 56 従 つ て ご の micro-facies 
tequnique も この よう な 地域 に 使用 され 
る と 著 る し く 効 果 が ある 。 この 様 な 成果 
を 示す も の どじ て 既に プチ テン ※ ジ の Aqui- 
taine 附近 の 層 序 に 関す る Cuvillier の 
報告 が あり , 178 MOMEBSRLSE 
書籍 が 刊行 され た 。 今後 更に 各地 域 の 
micro-facies に よる 研究 結果 が 刊行 さ 
れ , 世界 的 層 序 対比 の 再 検 討 に 役立つ こ 
と が 期待 され る 。 (Am. Jour. Sci., 252, 
683~694, 1954) (HA) 
7756, Mississippi SikicHESS 
Jacksonian RWOEBBmy Sun, 
M.S. 

東部 Texas, Louisiana, Alabama 
西方 に ある Mississippi 附近 に 発達 する 
Jacksonian 堆積 物 中 の 重 讐 物 組合 せ を 
研究 し た 論 交 で ある 。 試料 は 先ず ARRAY 
に 分 類 し , BIC HER CML, 5094 
硝酸 で 洗い プロ モア フォ ルム で 分 別 し , 
Otto misrosplitter で 分 けら れ た 重 鉄 
物 は 薄 片 に 作ら れ た 。 CNOA ASD 
CmWM MOL HL, 100 BOA 
BOO BROOM HBL to この 
Eocene の Jacksonian 堆積 物 か ら 16 


HE OA EPA ERDAS FELL SA PH) S ALT 


Zircon, kyanite, tourmaline, titan- 
ite, rucile, staurolite, sillimanite, 
garnet, andalusite, epidote, horn- 
blende, biotite, chlorite, brookite, 
barite, anatase の 鉱物 の 性 質 に つい で 
簡単 に の べ こ れ ら の 混 比 を 図表 で 示し て 
いる 。 こ の 結果 ぶら 東部 Texas の 試料 
CM 20% の itanite を 含み 」 
Louisiana で は "89% に 減少 し て いる 。 
Mississippi と Alabema 西方 で は 5% 


SE 
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に 過ぎ な い 。 これ は Jacksonian YF の 
西部 は 東部 より も titanite が 多く 供給 
され た と 考え られ る 。 Staurolite や 
kyanite は Texas Louisiana より 
% Mississippi や Alabama の 方 が 多 
く 存 在 し て いる 。 SOHMORMCY KE 
西 と で は 差異 の 認め ちら れる も の が あり , 
層 位 学 的 に も その 変化 が 図示 され る 。 一 
種 の 鉱物 の みな の 変化 が 相当 に 認め らち られ る 
か ら と いつ て , 直ちに 地層 の 時 代 的 , 層 
序 的 関係 を 分 ける こと は 適当 で な く , 各 
鉱物 の 組合 せ に 基 ず いて , この 分 類 が 可 
能 と な る 。 (Jour. Sed. Petro., 24, 
200~206, 1954) (Bae) 
7757, PEORRAICEERT SEK 
SreSeIMloDt»t Briickner, W-.D. 
海 成 の 石灰 質 堆 積 物 は CaCO; OUR 
( 主 に 石灰 質 有 機 物 の 集積 ) に ょ つて 有形 
成 さ れる が 堆積 計 程 を 通じ て 海水 の 化学 
Wee ec CaCO, の 飽和 の 状態 に よ つ 
て いろ いろ 変 つ て くる 。 この 飽和 の 状態 
は 海水 の 温度 に よ つ て ゃ も 変 つ て くる 。 A 
灰 質 堆積 物 は 一 般 に 高緯度 地方 より 熱帯 
地方 に , 深海 より 浅海 の 方 が 環境 的 に そ 
の 生成 条件 が よく , 現在 で も 大 部 分 は 低 
SHA CER ANTS, この よう な 
海 の 深 さき の 変化 と 気候 条件 の 変化 に よ つ 
て , 具 積 物 の 組成 も る 変 つ て くる こと は 確 
か で ある 。 し か し 邊 ら 従 来 地質 学 的 に 石 
灰 質 堆積 物 の 現象 を 解釈 する 場合 は 深 さ 
の 変化 だ は け で な され て お り これ だ け で は 
組成 の 変化 を 論ずる に は 不 充分 で ある 。 
著者 は 多く の 地域 に お いて 堆積 岩層 に は 
BRAG EA 輪 加 性 の ある こと を 注目 
L BIZ AL ATVI AOD Helvetic sedi- 
mentary series DAK AuERGRHE & 
細 に 研究 し た 。 こ の 地層 は 石灰 岩 が YER 
岩 や 頁岩 と 互層 する 部 分 , 石灰 岩 が 塊状 
に 発達 し て いる 部 分 な ど が あり この BHR 
や 岩 想 の 変化 を 詳し く 調 べた 結果 この th 


廻 は 主として 気候 変化 に よ る る の で ある 
と 結論 し て いる 。 本 文 に は 詳細 な 説明 が 
な く 短 報 程度 の も の に すぎ な い が , この - 
よう な 石灰 質 の 堆積 輪廻 の 概念 は 広域 的 
な 層 位 学 的 対比 , 古 地 理 や 古 気 候 史 を 解 
析 す る 場合 に 重要 な も の で ある こと を R 
24U Tur Bo (Jour. Sed. Pet., 23, 235 
~237, 1953) (SH) 


7758, Al,Q, と 共存 する Fe,O,, TiO, 
の 定量 法 Runnels, R. T., Utise, M. 
Gey Re AG 

窯業 材料 の 化学 分 析 に 際 し , Al,O3, 
P.O; 225. He,O,, TiO,,7V,0; See 
離す る の に , 酸性 深 液 中 で cupferon 4 
薬 を 用 いる 方 法 に つい て 吟味 し た 。 ZS 
の 酸化 物 の 全体 は 常 法 に 従い BARE L 
た 後 , HSO。』 RL TINe 10% 


・ 耳 5SO。4 FARIA To ご の 落 液 に 6% 


cupferon *#7n1Z%, Fe,O,,TiO;,ZrO,; 
V0; 2YORS + 1GHL, 634, PEL 
Fe,03;+RO,+R,O; の 量 を 求め る 。 次 
いで これ を 再び KHSO, MAL, 10% 
HCl (CYL, SnCl, RU K,Cr,0, G 
Fe,0; 7ER TS. VHOBRH MICO 
Clk, COBESEOT TiO, t 745 
PAAR COWC, 統計 的 に 検討 し た 結 
果 , 誤差 は 0.1% 以下 で 率 分 実用 的 で あ 
Sq (Jour. Am. Cer Soc ,33, 6 8 
1950) (長谷川 
7759, GiRARWFOCSMANRS 
抽出 液 中 の Ca, Na, SiOPeA* Sen, 
S., Tooley, FIN, 

少量 の 検 液 を 50cc の ビー カー に と り , 
bronicresol green が 黄色 に な る まで 
0.1N-NaOH を 加え た の ち , NH』CI K 
URE, BRT eE=7 Lei M 
L, Blatt 305 Hite LBRAKOYR 
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を 完成 させ る 。 AVM CIEL RR, ON 
-H,SO, (CARS, これ に 過剰 の 規定 
KMnO, 液 (0.1956g//) を 加え る 。 Ca 
の 標準 液 を 同様 に 処理 し た 後 , RID 
KMnO。 の 色 を 比 色 (photelometer) で 
比較 し て Ca を 定量 する 。 Si は 東 モ リ 
ブ デ ン 酸 を Na,SO; で 居 元 し 生成 し た 
青色 を 比 色 する 。 Na は 覆 酸 ウラ ニー ル 
HONS KSEE L TRO SO 
(Jour. Am. Cer. Soc., 33, 178~180, 
1950) 【 長 谷川 
7760, 硝子 の 化 中 分 折 法 に 開 す る 最近 
の 方 法 Glaze, F. W. 

岩石 , セメント , 硝子 等 の 化学 分 権 
ELC, MHOBEAMECROT. HH 
Gk, 滴定 潜 等 が 用 いら れる よう に な り , 
簡単 な 操作 で 迅速 に 分 析 が 行わ れる よう 
に な つた 。Rune Hedin OA, Shapiro 
Brannock の 法 , その 他 各 成分 に 関し て 
多く の 方 法 が 提案 され て いる 。 SiO。, Fey 
© TiO,, Al,O, は 比 色 法 で 定量 され , 
MgO, CaO は 有機 試薬 に よる 滴定 法 が 
採用 され , Na,O,K,O (x flame photo- 
meter を 用 いる か , BULK AIRY 7 = 
— NV Mt SLR BRC LO SER 
FAY Ao ZOth, BoO,, F, Cl, FeO & 
の 多く の 定量 法 が 簡単 に 紹介 され て ある 。 
(Amer. Cer. Soc. Bull. Feb., 45~48, 
1954) CRAIN 
7761, 7kKBIBLILED TEI SSBF 
PDDY IAD SBE Close, P., 
Watson, M. T. 

Beckman DUHZRZT }V TR}? 
ー タ ー を 用 いて , ソー ダー 石灰 及び ME 
酸 ガ ラス 中 の 0.01 へ .2.59% まで の K。0 を 
迅速 に 正確 に 定量 出来 る 。 その 精度 は 
K,0 280 +2% で あぁ る 。 Na,O, CaO, 
Fe,O; ,Al,O3; OFRFEIXAPMEIS ZB Zev 
が , 多量 の BaO ゃ ZnO の 存在 は 誤差 
を 生ずる 。 試料 0.5g を HF と HCIO』 


で 分 解 し , SiO。 を 除き , RO HCIO』 
を 蒸発 させ た 後 , 水 た 深 か し て CaCO;。 
を 加え R。0』 DURE LED T YFRIL, WF 
WE EARL CORRE TS 別に 
標準 試料 に より , photometer の 読み と 
K,0 の 含量 と の 関係 を 求め て お く 。o 
(Jour. Am. Cer. Soc., 37; 235~238, 
1954) GRAIN) 
7762, Ca, Mg 存在 下 で アル カリ 元 
DEB Samueisnn, O., Sj6str6m, E. 

イィ オン 交換 樹脂 (Dowex 2) を NaAc, 
ethyienediaminetetraacetic acid (E 
DTAj—Na 塩 等 で 処理 し EDTA の 
acid form 及び acetate form MOAIF 
に し た 後 , これ に 検 液 (60% アル コー 
ルー 水深 液 ) を 通す と Ca, Mg が 除 か れ 
る 。 つ いで 濾液 を free-base form ( 同 
上 樹脂 を NaOH で 処理 し て 作る ) Obi 
脂 中 に 通し , 水 酸 化 アル カリ の 形 と し て , 
標準 の 酸 深 液 で 滴定 する 。(Anal. Chem., 
26, 1908~1910, 1954) [長谷 川 〕 
7763, EDTA 法 に よる Ms, Ca の 
直接 高 定 法 Gehrke, C.W., “ffsprung, 
EN NC 

近 時 Ca, Mg の 定量 に EDTA が 広 
ぐ 用 いら れる よう に な つた 。 AEE Ca, 
Mg を 更に 簡単 に 直接 滴定 で きる こと を 
示し た 。 まず 右 灰 岩 中 の Mg ORE 
に つい て 吟味 し た 。 試料 を "HCV に 落 解 
し , RW CIB Hic PH を 調和 飾 し , Na, 
SC3 Blt (NHy)oSCy を 加え Ca, Fe & 
を 沈 源 させ る 。 濾液 に つい て EBT を 
indicator と 見 で て EDIAT で 滴定 る 6 
X, 生物 や 植物 質 中 の Ca の 定量 に 際 し 
て は POW” が 妨害 する か ら , Tones 
オン 交換 樹脂 Amberlite IR-4B で 除 
Wore, Murexide を indicator と し て 
お DIA で 滴 中 する 。 (Anal. Chem., 
26,1944~1948, 1954) (EAI 
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Clay mineralogy. By R.E. Grim. ¥§+$t#%2 Bt ZAR AIS, Gl) Bee, 
(2) FERMORSOBS (3) HLRMODML HH, (4) HERMMOMS, (5) X 線 
AAS, (6) 形 と 大 き (BFARIFA, (7) (TV RR (8, HHE—KR, (9) WPM 
KOTESRKE DH OBiG 10) HER -GRR, 11) HBAS ER, (12) そ 
の 他 の 性 質 , (13-14) HERMORALBRD 14 wicOst, HAKMrOBeBe 
論じ RC ELDON ZSCHY, ここ に 推 蓄 す る , (Kx 334 A, AM 121, Base 
46, 発行 所 M>Graw-Hi'l Book Co., 1953 4#, 3,600 円 ) 【 大 森 ] 

Applied sedimentation (a symposium). Edited by P.D. Trask. 本 書 は 35 
人 の 著者 に よる 応用 堆積 学 の 論文 集 で あり , 地質 学者 と 技術 者 に 有用 な , 実際 的 な 堆積 
学習 係 の 項目 を 取り 上 げ て いる 。 Bl 堆 征 誕 用 の 基礎 宗 理 , HI BROMO 
問題 , 第 3 節 READ PAE 48 構 告 要素 か ちら み た 堆積 物 の 応用 的 隆 質 , 第 
5 節 HREM RRS SEANAD, BOS ARS LONE 47 i 軍事 的 応用 
D7 Hi 35 IU KY BOR COLA BRAASO BAN RAS MVE RESO 
広い 応用 面 の 概要 を 知ら うと する 人 々 に 役立つ で あら う 。 Albh@ReRict OTHE 
Sia AS kOe (subsurface OMAK IH SOTURR BAR BME, 
AK S OFUBRL BES) RUG 1 4 RODS LOM Sy BOR cas 
と な ら う 。 (AX 685 H, John Wiley & Sons, Inc., New York; 19504 $5) (Ho) 

Petrography (An introduction to the study of rocks in thin sections). By 
H. Williams, F. J. Turner and C.M. Gilbert, . California 大 学 に 於 ける 著者 人 等 は 
顕微 鏡 下 に 於 する 岩石 研究 の 入門 書 & と し て 本 書 を 閉 し た ぅ 本 書 は 岩石 成因 の 問題 より も, 
辛 と し で そぞろ 記載 た 重点 を あお あき, AR 3 MIGNALAKRESe Willams, 4 2 
部 変成 岩 を Turner, AIMEE Gilbert 六 夫 々 担当 執筆 し て いる 。 第 1 MAR 
Clk 149 頁 に 豆 り , HTAKRADER BREE. SHARD stage, 火成岩 相 均 の 
関係 等 に 触れ , Mi CKKEOMRLE DH COW CHAL, 18 ED KR EER DB 
BAT FEM MELOTCKKREDAOSELFSHEMN~, 塩基 隆 か ら 酸 隆 の 大 
成 岩 の 順 序 に 126 種類 の 薄 片 スケ ッ チ を 掲 ザ て 各 央 石 を 記述 閲 紋 じ で いる ;」「 第 2 部 変 
MACE 69 頁 に 豆 り 記述 し , 先ず 変 戒 作 用 こ 就 へ て 説 AeA AEKSERUMAE 
Ree CR CREDBR kb OCHS SZERKMARUERL, 113 種類 の 薄 庁 スケ 
ッ Fe CML RAKEACEFZAKAMERORISKEBS CLOMBOMBE TOT 
いる 。 第 3 ER a CLE MR HER a OM LS CR CaM L> Ma VERA, 
BRA SRUBRER EA COT 105 BDOBBSIAT » FEBRET 107 Aicey 
AIL CWS COAM CHS CLOCLE AD textbook EL CHB LEWREtC 
HB, (W.H. Freemin and Comodainy, 1954 年 発行 , 本 交 384, 2300 円 ) Chia) 
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